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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、
　光沢性の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであ
る光沢インク用ヘッドと、
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を前記光沢イン
ク用ヘッドに行わせる主走査駆動部と
を備え、
　前記光沢インクは、光沢性の顔料と、溶媒とを含み、前記溶媒が蒸発することにより前
記顔料が前記媒体へ定着するインクであり、
　前記主走査動作において、前記光沢インク用ヘッドは、前記主走査方向へ移動しつつイ
ンク滴の吐出を複数回行うことにより、前記媒体上で前記主走査方向へ並ぶ複数の位置に
、インクのドットを形成し、
　前記光沢性の顔料は、光を反射する鱗片状の顔料であり、
　前記光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、一の前記主走査動作で形成する
複数の前記ドットについて、前記媒体上で前記溶媒が揮発除去される前に、液体の状態の
それぞれの前記ドットが他のいずれかの前記ドットと前記媒体上で接触するサイズになる
容量であることを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記光沢インクは、メタリック色のインクであることを特徴とする請求項１に記載の印
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刷装置。
【請求項３】
　カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであるカラーインク
用ヘッドを更に備え、
　前記カラーインク用ヘッドが吐出する一のインク滴により前記媒体上に形成されるイン
クのドットのサイズは、前記光沢インク用ヘッドが吐出する一のインク滴により前記媒体
上に形成されるインクのドットのサイズよりも小さいことを特徴とする請求項１又は２に
記載の印刷装置。
【請求項４】
　インク滴を吐出させる駆動信号を出力する駆動信号出力部を更に備え、
　前記駆動信号出力部は、
　前記カラーインク用ヘッドへ、予め設定された第１の波形で変化する第１の前記駆動信
号を出力し、
　前記光沢インク用ヘッドへ、前記第１の駆動信号と異なる波形で変化する第２の前記駆
動信号を出力することを特徴とする請求項３に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記光沢インクは、前記カラー印刷用のインクよりも前記媒体上で広がりやすい特性の
インクであることを特徴とする請求項３又は４に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記印刷装置は、マルチパス方式で印刷を行い、
　各回の前記主走査動作において、前記光沢インク用ヘッドは、予め設定されたマスクデ
ータに応じて選択される画素の位置へ、インク滴を吐出し、
　前記光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、各回の前記主走査動作で形成さ
れる複数の前記ドットが前記媒体上で接触するサイズになる容量であることを特徴とする
請求項１から５のいずれかに記載の印刷装置。
【請求項７】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、
　光沢性の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであ
る光沢インク用ヘッドと、
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を前記光沢イン
ク用ヘッドに行わせる主走査駆動部と
を備え、
　前記光沢インクは、光沢性の顔料と、溶媒とを含むインクであり、
　前記主走査動作において、前記光沢インク用ヘッドは、前記主走査方向へ移動しつつイ
ンク滴の吐出を複数回行うことにより、前記媒体上で前記主走査方向へ並ぶ複数の位置に
、インクのドットを形成し、
　前記光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、一の前記主走査動作で形成する
複数の前記ドットについて、それぞれの前記ドットが他のいずれかの前記ドットと前記媒
体上で接触するサイズになる容量であり、
かつ、
　前記印刷装置は、マルチパス方式で印刷を行い、
　各回の前記主走査動作において、前記光沢インク用ヘッドは、予め設定されたマスクデ
ータに応じて選択される画素の位置へ、インク滴を吐出し、
　前記光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、各回の前記主走査動作で形成さ
れる複数の前記ドットが前記媒体上で接触するサイズになる容量であり、
　カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであるカラーインク
用ヘッドを更に備え、
　前記カラーインク用ヘッドは、前記光沢インク用ヘッドと共通の前記マスクデータに応
じて選択される画素の位置へ、インク滴を吐出し、
　前記カラーインク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、各回の前記主走査動作で形成
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される複数の前記ドットが前記媒体上で接触しないサイズになる容量であることを特徴と
する印刷装置。
【請求項８】
　前記光沢インク用ヘッドは、前記光沢インクのインク滴を吐出するノズルである光沢イ
ンク用ノズルを有し、
　前記印刷装置は、カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するノズルであるカラー印刷
用ノズルを更に備え、
　前記主走査駆動部は、前記主走査動作において、前記光沢インク用ノズル及び前記カラ
ー印刷用ノズルのそれぞれからインク滴を吐出させ、
かつ、予め設定された回数の前記主走査動作で一のノズルにより前記媒体上に形成するイ
ンクのドットの密度を主走査ドット密度と定義した場合、
　前記光沢インク用ノズルに、第１の前記主走査ドット密度で前記インクのドットを形成
させ、
　前記カラー印刷用ノズルに、前記第１の主走査ドット密度よりも小さな第２の前記主走
査ドット密度で前記インクのドットを形成させることを特徴とする請求項１から６のいず
れかに記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記第１の主走査ドット密度は、前記光沢インクのドットについて、それぞれの前記ド
ットが他のいずれかの前記ドットと前記媒体上で接触する前記主走査ドット密度であり、
　前記第２の主走査ドット密度は、前記カラー印刷用のインクのドットについて、それぞ
れの前記ドットが他のいずれの前記ドットとも前記媒体上で接触しない前記主走査ドット
密度であることを特徴とする請求項８に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　前記印刷装置は、各回の前記主走査動作においてインク滴を吐出する画素を指定するデ
ータであるマスクデータに基づき、マルチパス方式で印刷を行い、
　前記主走査駆動部は、前記光沢インク用ノズルに対して用いる前記マスクデータと、前
記カラー印刷用ノズルに対して用いる前記マスクデータとを異ならせることにより、前記
第１の主走査ドット密度と前記第２の主走査ドット密度とを異ならせることを特徴とする
請求項８又は９に記載の印刷装置。
【請求項１１】
　予め設定された領域を予め設定された濃度で塗りつぶす動作を行うために必要な印刷の
パス数をベタ印字パス数と定義した場合、
　前記主走査駆動部は、前記光沢インク用ノズル及び前記カラー印刷用ノズルのそれぞれ
に対して、前記光沢インク用ノズルで塗りつぶしを行う場合の前記ベタ印字パス数が、前
記カラー印刷用ノズルで塗りつぶしを行う場合の前記ベタ印字パス数よりも小さくなるよ
うな前記マスクデータを使用することを特徴とする請求項１０に記載の印刷装置。
【請求項１２】
　前記主走査方向と直交する副走査方向へ前記媒体に対して相対的に移動する副走査動作
を前記光沢インク用ヘッドに行わせる副走査駆動部を更に備え、
　前記光沢インク用ヘッドは、前記副走査方向へ並ぶ複数の前記光沢インク用ノズルを有
し、
　前記主走査駆動部は、少なくとも、前記光沢インク用ノズルの並びの中央部の前記光沢
インク用ノズルに、前記第１の主走査ドット密度で前記インクのドットを形成させ、
かつ、前記光沢インク用ノズルの並びにおける少なくとも一方の端の前記光沢インク用ノ
ズルに、前記第１の主走査ドット密度よりも小さな第３の前記主走査ドット密度で、前記
インクのドットを形成させることを特徴とする請求項８から１１のいずれかに記載の印刷
装置。
【請求項１３】
　前記カラー印刷用ノズルは、前記光沢インク用ノズルにより形成されたインクの層の上
に、インク滴を吐出することを特徴とする請求項８から１２のいずれかに記載の印刷装置
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。
【請求項１４】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷方法であって、
　光沢性の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであ
る光沢インク用ヘッドに、
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を行わせ、
　前記光沢インクは、光沢性の顔料と、溶媒とを含み、前記溶媒が蒸発することにより前
記顔料が前記媒体へ定着するインクであり、
　前記主走査動作において、前記光沢インク用ヘッドは、前記主走査方向へ移動しつつイ
ンク滴の吐出を複数回行うことにより、前記媒体上で前記主走査方向へ並ぶ複数の位置に
、インクのドットを形成し、
　前記光沢性の顔料は、光を反射する鱗片状の顔料であり、
　前記光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、一の前記主走査動作で形成する
複数の前記ドットについて、前記媒体上で前記溶媒が揮発除去される前に、液体の状態の
それぞれの前記ドットが他のいずれかの前記ドットと前記媒体上で接触するサイズになる
容量であることを特徴とする印刷方法。
【請求項１５】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、
　光沢性の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであ
る光沢インク用ヘッドと、
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を前記光沢イン
ク用ヘッドに行わせる主走査駆動部と
を備え、
　前記光沢インク用ヘッドは、前記光沢インクのインク滴を吐出するノズルである光沢イ
ンク用ノズルを有し、
　前記主走査駆動部は、前記主走査動作において、前記光沢インク用ノズルからインク滴
を吐出させ、
　予め設定された回数の前記主走査動作で一のノズルにより前記媒体上に形成するインク
のドットの密度を主走査ドット密度と定義した場合、前記光沢インク用ノズルにより形成
する前記インクのドットについて、主走査ドット密度は、各回の前記主走査動作で形成す
るそれぞれの前記ドットが液体の状態の他のいずれかの前記ドットと前記媒体上で接触す
る前記主走査ドット密度であり、
　前記光沢インクは、光沢性の顔料と、溶媒とを含み、前記溶媒が蒸発することにより前
記顔料が前記媒体へ定着するインクであり、
　前記光沢性の顔料は、光を反射する鱗片状の顔料であることを特徴とする印刷装置。
【請求項１６】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷方法であって、
　光沢性の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであ
る光沢インク用ヘッドに
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を行わせ、
　前記光沢インク用ヘッドは、前記光沢インクのインク滴を吐出するノズルである光沢イ
ンク用ノズルを有し、
　前記主走査動作において、前記光沢インク用ノズルからインク滴を吐出させ、
　予め設定された回数の前記主走査動作で一のノズルにより前記媒体上に形成するインク
のドットの密度を主走査ドット密度と定義した場合、前記光沢インク用ノズルにより形成
する前記インクのドットについて、主走査ドット密度は、各回の前記主走査動作で形成す
るそれぞれの前記ドットが液体の状態の他のいずれかの前記ドットと前記媒体上で接触す
る前記主走査ドット密度であり、
　前記光沢インクは、光沢性の顔料と、溶媒とを含み、前記溶媒が蒸発することにより前
記顔料が前記媒体へ定着するインクであり、
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　前記光沢性の顔料は、光を反射する鱗片状の顔料であることを特徴とする印刷方法。
【請求項１７】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、
　少なくとも一以上のインクジェットヘッドと、
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を前記一以上の
インクジェットヘッドに行わせる主走査駆動部と
を備え、
　前記一以上のインクジェットヘッドは、
　予め設定された領域を塗りつぶす用途のインクのインク滴を吐出するノズルであるベタ
印字用ノズルと、
　カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するノズルであるカラー印刷用ノズルと
を有し、
　前記印刷装置は、マルチパス方式での印刷を行い、
　各回の前記主走査動作において、前記一以上のインクジェットヘッドにおける前記ベタ
印字用ノズル及び前記カラー印刷用ノズルは、予め設定されたマスクデータに応じて選択
される画素の位置へ、インク滴を吐出し、
　予め設定された回数の前記主走査動作で一のノズルにより前記媒体上に形成するインク
のドットの密度を主走査ドット密度と定義した場合、
　前記主走査駆動部は、
　前記ベタ印字用ノズルに、第１の前記主走査ドット密度で、かつ、各回の前記主走査動
作で形成される複数の前記ドットが前記媒体上で接触するサイズで、前記インクのドット
を形成させ、
　前記カラー印刷用ノズルに、前記第１の主走査ドット密度よりも小さな第２の前記主走
査ドット密度で、かつ、各回の前記主走査動作で形成される複数の前記ドットが前記媒体
上で接触しないサイズで、前記インクのドットを形成させることを特徴とする印刷装置。
【請求項１８】
　媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷方法であって、
　少なくとも一以上のインクジェットヘッドに、
　予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を行わせ、
　前記一以上のインクジェットヘッドは、
　予め設定された領域を塗りつぶす用途のインクのインク滴を吐出するノズルであるベタ
印字用ノズルと、
　カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するノズルであるカラー印刷用ノズルと
を有し、
　マルチパス方式での印刷を行い、
　各回の前記主走査動作において、前記一以上のインクジェットヘッドにおける前記ベタ
印字用ノズル及び前記カラー印刷用ノズルに、予め設定されたマスクデータに応じて選択
される画素の位置へ、インク滴を吐出させ、
　予め設定された回数の前記主走査動作で一のノズルにより前記媒体上に形成するインク
のドットの密度を主走査ドット密度と定義した場合、
　前記ベタ印字用ノズルに、第１の前記主走査ドット密度で、かつ、各回の前記主走査動
作で形成される複数の前記ドットが前記媒体上で接触するサイズで、前記インクのドット
を形成させ、
　前記カラー印刷用ノズルに、前記第１の主走査ドット密度よりも小さな第２の前記主走
査ドット密度で、かつ、各回の前記主走査動作で形成される複数の前記ドットが前記媒体
上で接触しないサイズで、前記インクのドットを形成させることを特徴とする印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置及び印刷方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、様々な分野において、インクジェットプリンタが用いられている（例えば、非特
許文献１参照。）。また、インクジェットプリンタ用のインクとして、カラー印刷用のイ
ンクであるＣＭＹＫインク等以外に、様々な特色用のインクが用いられる場合がある。こ
のようなインクとしては、例えば、メタリック色等の光沢性の色のインク（メタリックイ
ンク等）が用いられる場合がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】インターネットURL http://www.mimaki.co.jp
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　光沢性のインクとしては、例えば光を反射する顔料等を含むインクが用いられる。しか
し、印刷の条件等によっては、印刷後の状態について、十分な光沢性が得られない場合が
ある。例えば、シルバー色のメタリックインクを用いる場合、印刷の条件によっては、十
分な光沢性が得られずに、単なるグレー色で印刷したような状態になる場合がある。その
ため、従来、光沢性の色のインクを用いる場合について、より適切に光沢性が得られる構
成が望まれていた。そこで、本発明は、上記の課題を解決できる印刷装置及び印刷方法を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願の発明者は、メタリックインク等の光沢性のインクを用いる場合に関し、光沢性を
十分に発揮させるための条件等について、鋭意研究を行った。そして、例えば、媒体（メ
ディア）上に形成するインクのドット間の距離（ドット間隔）の違いにより、得られる光
沢性に差が生じることを見出した。より具体的に、例えば、インクジェットヘッドから吐
出するインク滴の容量を一定にして、ドット間隔を様々に異ならせた場合、ドット間隔が
所定の距離よりも大きくなると、光沢性が低下すること等を見出した。
【０００６】
　また、更なる鋭意研究により、例えば、この所定の距離について、媒体上でインクのド
ット同士が接触する距離に相当することを見出した。すなわち、例えば、ドット間隔が十
分に小さく、媒体上でインクのドット同士が互いに接触する場合、高い光沢性が得られる
ことを見出した。また、ドット間隔が大きく、媒体上でインクのドット同士が互いに接触
しない場合、十分な光沢性が得られなくなることを見出した。また、その理由について、
ドット間距離の違いにより、媒体への顔料の定着の仕方に違いが生じることと関連するこ
とを見出した。
【０００７】
　より具体的に、例えば、インク中の顔料は、インクの溶媒（有機溶剤等）が蒸発するこ
とにより、媒体へ定着する。そして、この場合に関し、本願の発明者は、十分な光沢性が
得られる状態で顔料を定着させるための条件として、溶媒が揮発除去されるまでの時間を
ある程度以上にすることが重要であることを見出した。
【０００８】
　これは、例えば、溶媒が揮発除去されるまでの時間が短い場合、定着時の顔料の配向性
に乱雑性が大きくなるためであると考えられる。また、顔料の配向性に乱雑性が大きくな
ると、例えば、定着後のインクが反射する光がランダムに散乱しやすくなり、光沢性が低
下すると考えられる。一方、溶媒が揮発除去されるまでの時間が十分に長い場合、顔料が
より整列した状態で媒体に定着すると考えられる。この場合、顔料がより整列した状態と
は、例えば、鱗片状の顔料が媒体上で鱗状（平面状）に定着することである。このように
顔料が定着すれば、例えば、定着時の顔料の配向性が高まるため、定着後のインクが反射
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する光が散乱しにくくなり、光沢性が高まると考えられる。
【０００９】
　また、媒体上において、溶媒が揮発除去されるまでの時間は、通常、インクのドットに
含まれるインクの容量が大きくなるほど、長くなる。これは、例えば、インクのドットの
容量がより大きくなると、例えば、インクの表面張力の影響等により、インクの容量に対
するインクの表面積の割合がより小さくなるためである。
【００１０】
　そして、媒体上でインクのドット同士が互いに接触しない場合、媒体上のインクのドッ
トの容量は、インクジェットヘッドから吐出された一のインク滴の容量になる。そして、
この場合、インクのドットの溶媒を揮発除去するために要する時間は、短くなる。また、
その結果、光沢性が低下するおそれがある。
【００１１】
　一方、ドット間隔が十分に小さく、媒体上でインクのドット同士が互いに接触する場合
、接触した複数のドットの間で、インクのドットの連結が生じる。また、その結果、連結
後のインクの容量は、連結前のインクのドットの複数個分になる。そして、この場合、連
結したインクのドットの溶媒を揮発除去するために要する時間は、ドットが連結しない場
合と比べ、より長くなる。そのため、この場合、例えば、溶媒が揮発除去されるまでの時
間が十分に長くなり、光沢性が高まると考えられる。
【００１２】
　また、これらの知見に基づき、本願の発明者は、高い光沢性が得られる本発明の構成に
至った。上記の課題を解決するために、本発明は、以下の構成を有する。
【００１３】
　（構成１）媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、光沢性の
色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドである光沢イン
ク用ヘッドと、予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を
光沢インク用ヘッドに行わせる主走査駆動部とを備え、光沢インクは、光沢性の顔料と、
溶媒とを含み、前記溶媒が蒸発することにより前記顔料が前記媒体へ定着するインクであ
り、主走査動作において、光沢インク用ヘッドは、主走査方向へ移動しつつインク滴の吐
出を複数回行うことにより、媒体上で主走査方向へ並ぶ複数の位置に、インクのドットを
形成し、光沢性の顔料は、光を反射する鱗片状の顔料であり、光沢インク用ヘッドが吐出
するインク滴の容量は、一の主走査動作で形成する複数のドットについて、媒体上で溶媒
が揮発除去される前に、液体の状態のそれぞれのドットが他のいずれかのドットと媒体上
で接触するサイズになる容量である。
【００１４】
　このように構成した場合、光沢インクのドットは、媒体上で連結し、より大きなドット
になる。そして、その結果、溶媒が揮発除去されるまでの時間がより長くなる。また、こ
れにより、例えば、高い光沢性を発揮する状態で光沢インクが媒体に定着することになる
。そのため、このように構成すれば、例えば、媒体に定着後の光沢インクについて、高い
光沢性を適切に得ることができる。
【００１５】
　ここで、各回の主走査方向で形成される複数のインクのドットについて、媒体上で接触
するとは、例えば主走査方向において隣接するドットが互いに接触することである。また
、インクのドットについて、媒体上で接触するとは、溶媒が揮発除去される前に、液体の
状態のインクのドットが接触することである。液体の状態のインクのドットが接触すると
は、例えば、インクのドットの連結が生じる状態で接触することであってよい。また、イ
ンク滴の容量とは、例えば、設計上の容量のことであってよい。
【００１６】
　また、光沢インクとは、例えば、光を反射する鱗片状の顔料を含むインクである。光沢
インクは、例えばメタリック色又はパール色等のインクであってよい。また、光沢インク
の溶媒は、例えば有機溶剤である。この有機溶剤は、例えば揮発性有機溶剤であってよい
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。
【００１７】
　また、光沢インク用ヘッドは、例えば、主走査方向と直交する副走査方向へ複数のノズ
ルが並ぶノズル列を有してよい。この場合、各回の主走査動作において、光沢インク用ヘ
ッドは、例えば、ノズル列中の複数のノズルからインク滴を吐出する。また、これにより
、主走査方向における位置を揃えて副走査方向へ並ぶ複数のインクのドットを媒体上に形
成する。また、この場合、光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、主走査方向
における位置を揃えて副走査方向へ並ぶ複数のインクのドットについて、それぞれのドッ
トが他のいずれかのドットと媒体上で接触するサイズになる容量にすることが好ましい。
【００１８】
　（構成２）光沢インクは、メタリック色のインクである。このメタリック色のインクは
、例えば銀色のインクであってよい。また、この銀色のインクは、例えば、アルミニウム
等の金属の顔料を含むインクであってよい。この金属の顔料は、例えば鱗片状の顔料であ
っってよい。
【００１９】
　光沢インクとして、メタリックインクを用いる場合、例えば、より均一な光沢を得るこ
とが望まれる。そのため、この場合、定着時の顔料の配向性における乱雑性をより小さく
することが望まれる。これに対し、このように構成すれば、例えば、媒体上で光沢インク
の溶媒が揮発除去されるまでの時間を適切に確保することができる。また、これにより、
メタリックインクについて、高い光沢性を適切に得ることができる。
【００２０】
　（構成３）カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであるカ
ラーインク用ヘッドを更に備え、カラーインク用ヘッドが吐出する一のインク滴により媒
体上に形成されるインクのドットのサイズは、光沢インク用ヘッドが吐出する一のインク
滴により媒体上に形成されるインクのドットのサイズよりも小さい。
【００２１】
　インクのドットのサイズとは、例えば、インクのドットの直径である。また、インクの
ドットの直径は、例えば設計上の直径であってよい。また、カラー印刷用のインクとは、
例えば、画像形成用のインクである。また、より具体的に、カラー印刷用のインクとは、
例えば、ＣＭＹＫインクの各色のインクである。カラー印刷用のインクについて、インク
滴の容量は、媒体上でドットの接触が生じない大きさにすることが好ましい。この場合、
媒体上でドットの接触が生じないとは、例えば、異なる画素の位置にそれぞれ形成された
ドットが接触しないことである。このように構成すれば、例えば、光沢用インクによる印
刷と共に、カラー印刷を適切に行うことができる。
【００２２】
　また、ＣＭＹＫインク等のカラー印刷用のインクで印刷を行う場合について、解像度の
高い印刷を適切に行うためには、媒体上に形成されるインクのドットのサイズを十分に小
さくする必要がある。これに対し、このように構成すれば、例えば、カラー印刷用のイン
クについて、インクのドットのサイズを適切に小さくできる。また、これにより、解像度
の高い印刷を適切に行うことができる。
【００２３】
　また、カラー印刷用のインクで印刷を行う場合。媒体上でインクのドットの接触が生じ
ると、印刷の品質が低下する場合がある。例えば、異なる色のインクのドット間で接触が
生じた場合、色間滲みが発生し、印刷の品質が低下する場合がある。これに対し、このよ
うに構成した場合、カラー印刷用のインクについて、一のインク滴により形成されるイン
クのドットのサイズを小さくすることにより、媒体上でインクのドットの接触が生じるこ
とを適切に防ぐことができる。また、これにより、高品質の印刷をより適切に行うことが
できる。
【００２４】
　尚、カラー印刷用のインクとして、例えば各色のライト色（例えばライトマゼンタ色又



(9) JP 6461557 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

はライトシアン色等）のインク等を更に用いてもよい。また、例えば求められる印刷の品
質等に応じて、更に他の色のインクを用いてもよい。
【００２５】
　（構成４）インク滴を吐出させる駆動信号を出力する駆動信号出力部を更に備え、駆動
信号出力部は、カラーインク用ヘッドへ、予め設定された第１の波形で変化する第１の駆
動信号を出力し、光沢インク用ヘッドへ、第１の駆動信号と異なる波形で変化する第２の
駆動信号を出力する。この場合、第２の駆動信号は、例えば、第１よりもインク滴の容量
が大きくなるような信号である。
【００２６】
　このように構成すれば、例えば、光沢インク及びカラー印刷用のインクのそれぞれにつ
いて、インク滴の容量を適切に設定できる。また、これにより、例えば、光沢インク及び
カラー印刷用のインクのそれぞれについて、一のインク滴により形成されるインクのドッ
トのサイズを適切に設定できる。
【００２７】
　（構成５）光沢インクは、カラー印刷用のインクよりも媒体上で広がりやすい特性のイ
ンクである。このように構成すれば、例えば、光沢インクについて、媒体上でインクのド
ットが接触する条件をより設定しやすくなる。また、これにより、例えば、媒体に定着後
の光沢インクについて、高い光沢性を適切に得ることができる。
【００２８】
　また、この場合、例えばカラーインク用ヘッドと光沢インク用ヘッドとで同じ駆動信号
を用いたとしても、一のインク滴により形成されるインクのドットのサイズについて、光
沢インクのドットのサイズを、カラー印刷用のインクのドットのサイズよりも大きくでき
る。そのため、このように構成すれば、例えば、光沢インク及びカラー印刷用のインクの
それぞれについて、一のインク滴により形成されるインクのドットのサイズをより適切に
設定できる。
【００２９】
　（構成６）印刷装置は、マルチパス方式で印刷を行い、各回の主走査動作において、光
沢インク用ヘッドは、予め設定されたマスクデータに応じて選択される画素の位置へ、イ
ンク滴を吐出し、光沢インク用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、各回の主走査動作で
形成される複数のドットが媒体上で接触するサイズになる容量である。このように構成す
れば、例えば、マルチパス方式で印刷を行うことにより、高い解像度の印刷を適切に行う
ことができる。また、光沢インクについて、高い光沢性を適切に得ることができる。
【００３０】
　尚、マルチパス方式で印刷を行う場合、光沢インクのインク滴を吐出する画素の位置は
、少なくとも、主走査方向において一つおきの画素の位置になる。この場合、主走査方向
において一つおきの画素の位置とは、例えば、印刷の解像度に応じて設定される画素の並
びの中で、主走査方向において一つおきになる画素の位置のことである。より具体的に、
主走査方向において一つおきの画素の位置とは、例えば、主走査方向における印刷の解像
度における解像度ピッチの２倍の距離の間隔で並ぶ位置である。また、この場合、各回の
主走査動作で形成される複数のドットが媒体上で接触するサイズになる容量とは、例えば
、少なくとも、一のインク滴により形成されるインクのドットの直径が、主走査方向にお
ける解像度ピッチの２倍以上になる容量のことである。
【００３１】
　（構成７）カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドであるカ
ラーインク用ヘッドを更に備え、カラーインク用ヘッドは、光沢インク用ヘッドと共通の
マスクデータに応じて選択される画素の位置へ、インク滴を吐出し、カラーインク用ヘッ
ドが吐出するインク滴の容量は、各回の主走査動作で形成される複数のドットが媒体上で
接触しないサイズになる容量である。この場合、各回の主走査動作で形成される複数のド
ットが媒体上で接触しないとは、例えば、異なる画素の位置にそれぞれ形成されたドット
が接触しないことである。
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【００３２】
　このように構成した場合、例えば、カラーインク用ヘッドによりマルチパス方式で印刷
を行うことにより、高い解像度でのカラー印刷を適切に行うことができる。また、カラー
インク用ヘッドと光沢インク用ヘッドとで共通のマスクデータを用いることにより、制御
を過度に複雑化することなく、マルチパス方式での印刷を適切に行うことができる。
【００３３】
　更には、カラーインク用ヘッドが吐出するインク滴の容量について、媒体上でのインク
のドットが接触しない容量にすることで、例えば色間滲みの発生等を適切に防ぐことがで
きる。また、これにより、例えば、高い解像度でのカラー印刷をより適切に行うことがで
きる。
【００３４】
　（構成８）光沢インク用ヘッドは、光沢インクのインク滴を吐出するノズルである光沢
インク用ノズルを有し、印刷装置は、カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するノズル
であるカラー印刷用ノズルを更に備え、主走査駆動部は、主走査動作において、光沢イン
ク用ノズル及びカラー印刷用ノズルのそれぞれからインク滴を吐出させ、かつ、予め設定
された回数の主走査動作で一のノズルにより媒体上に形成するインクのドットの密度を主
走査ドット密度と定義した場合、光沢インク用ノズルに、第１の主走査ドット密度でイン
クのドットを形成させ、カラー印刷用ノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな第
２の主走査ドット密度でインクのドットを形成させる。
【００３５】
　このように構成した場合、より高い第１の主走査ドット密度で光沢インクのドットを形
成することにより、例えば、媒体上でインクのドットが接触する条件をより設定しやすく
なる。また、カラー印刷用のインクについては、より低い第２の主走査ドット密度でイン
クのドットを形成することにより、媒体上でインクのドットが接触しない条件をより設定
しやすくなる。そのため、このように構成すれば、例えば、カラー印刷用のインクについ
て色間滲み等が生じること等を適切に防ぎつつ、光沢インクについて、高い光沢性を適切
に得ることができる。また、これにより、例えば、カラー印刷用のインクによる画像の品
質を保ちつつ、光沢インクにより高い光沢性を適切に得ることができる。
【００３６】
　尚、主走査ドット密度とは、例えば、所定の回数の主走査動作においてインク滴を吐出
する画素の密度のことである。また、インク滴を吐出する画素の密度とは、例えば、印刷
の解像度に応じて決まる画素の並びのうち、主走査動作においてインク滴を吐出する画素
の割合に対応する密度である。また、より具体的に、インク滴を吐出する画素の密度とは
、例えば、一定の面積に含まれる画素の数に対する、インク滴を吐出する画素の数の割合
であってよい。また、インク滴を吐出する画素の密度は、所定回数の主走査動作による記
録デューティ又は記録密度と考えることもできる。
【００３７】
　また、主走査ドット密度は、より具体的に、例えば、１回の主走査動作でのインクのド
ットの密度であってよい。また、予め設定された複数回の主走査動作でのインクのドット
の密度であってもよい。また、複数回の主走査動作に対応する主走査ドット密度を考える
場合、光沢インク用ノズルについて、複数回の主走査動作は、例えば、最初の主走査動作
で形成したインクのドットが完全に乾燥しない範囲の時間内に行う。このように構成すれ
ば、例えば、異なる回の主走査動作で形成するインクのドットについても、適切に連結さ
せることができる。
【００３８】
　（構成９）第１の主走査ドット密度は、光沢インクのドットについて、それぞれのドッ
トが他のいずれかのドットと媒体上で接触する主走査ドット密度であり、第２の主走査ド
ット密度は、カラー印刷用のインクのドットについて、それぞれのドットが他のいずれの
ドットとも媒体上で接触しない主走査ドット密度である。
【００３９】
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　このように構成した場合、例えば、光沢インクについて、高い光沢性を適切に得ること
ができる。また、カラー印刷用のインクについて、色間滲み等が生じること等を適切に防
ぐことができる。そのため、このように構成すれば、例えば、カラー印刷用のインクによ
る画像の品質を保ちつつ、光沢インクにより高い光沢性を適切に得ることができる。
【００４０】
　（構成１０）印刷装置は、各回の主走査動作においてインク滴を吐出する画素を指定す
るデータであるマスクデータに基づき、マルチパス方式で印刷を行い、主走査駆動部は、
光沢インク用ノズルに対して用いるマスクデータと、カラー印刷用ノズルに対して用いる
マスクデータとを異ならせることにより、第１の主走査ドット密度と第２の主走査ドット
密度とを異ならせる。
【００４１】
　このように構成すれば、例えば、第１の主走査ドット密度及び第２の主走査ドット密度
のそれぞれを適切に設定できる。また、これにより、例えば、カラー印刷用のインクによ
る画像の品質を保ちつつ、光沢インクにより高い光沢性をより適切に得ることができる。
【００４２】
　（構成１１）予め設定された領域を予め設定された濃度で塗りつぶす動作を行うために
必要な印刷のパス数をベタ印字パス数と定義した場合、主走査駆動部は、光沢インク用ノ
ズル及びカラー印刷用ノズルのそれぞれに対して、光沢インク用ノズルで塗りつぶしを行
う場合のベタ印字パス数が、カラー印刷用ノズルで塗りつぶしを行う場合のベタ印字パス
数よりも小さくなるようなマスクデータを使用する。
【００４３】
　このように構成した場合、光沢インク用ノズル及びカラー印刷用ノズルのそれぞれによ
り、第１の主走査ドット密度及び第２の主走査ドット密度のそれぞれに応じた印刷のパス
数を用いて、適切にインクのドットを形成できる。そのため、このように構成すれば、光
沢インク用ノズル及びカラー印刷用ノズルのそれぞれによる印刷の動作をより適切に実行
できる。
【００４４】
　（構成１２）主走査方向と直交する副走査方向へ媒体に対して相対的に移動する副走査
動作を光沢インク用ヘッドに行わせる副走査駆動部を更に備え、光沢インク用ヘッドは、
副走査方向へ並ぶ複数の光沢インク用ノズルを有し、主走査駆動部は、少なくとも、光沢
インク用ノズルの並びの中央部の光沢インク用ノズルに、第１の主走査ドット密度でイン
クのドットを形成させ、かつ、光沢インク用ノズルの並びにおける少なくとも一方の端の
光沢インク用ノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな第３の主走査ドット密度で
、インクのドットを形成させる。
【００４５】
　例えばマルチパス方式で印刷を行う場合のように、複数の主走査動作を繰り返すことで
印刷を行う場合、各回の主走査動作で印刷を行う印刷領域の境界が目立つバンディング等
が生じる場合がある。また、その結果、印刷の品質が低下する場合がある。
【００４６】
　これに対し、このように構成した場合、各回の主走査動作により光沢インクで印刷を行
う印刷領域のうち、境界部分の主走査ドット密度を低く設定することができる。また、こ
れにより、境界が目立ってバンディングが発生すること等を適切に抑えることができる。
そのため、このように構成すれば、例えば、バンディング等の発生を抑制しつつ、高い光
沢性を適切に得ることができる。
【００４７】
　尚、副走査駆動部は、例えば、媒体を搬送することにより、光沢インク用ヘッドに副走
査動作を行わせる。この場合、光沢インク用ノズルの並びにおける少なくとも一方の端と
は、例えば、媒体の搬送方向における上流側又は下流側の少なくとも一方の端のことであ
る。また、副走査駆動部は、例えば、光沢インク用ヘッドの側を移動させることにより、
光沢インク用ヘッドに副走査動作を行わせてもよい。
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【００４８】
　（構成１３）カラー印刷用ノズルは、光沢インク用ノズルにより形成されたインクの層
の上に、インク滴を吐出する。このように構成すれば、例えば、光沢性を有するカラー印
刷（例えば、メタリックカラー印刷）を適切に行うことができる。
【００４９】
　また、この構成のように、光沢インクの層の上に他のインク（カラー印刷用のインク）
のインク滴を吐出する場合、例えば主走査ドット密度が高い状態で、一度の多量のインク
滴を吐出すると、他のインクにより光沢インクが浸食されやすくなる場合がある。また、
その結果、印刷の品質が低下するおそれがある。
【００５０】
　これに対し、このように構成した場合、例えば、カラー印刷用のインクに対する主走査
ドット密度を低い密度にすることにより、カラー印刷用のインクによる光沢インクの浸食
がより生じにくい構成を実現できる。また、これにより、印刷品質の低下を適切に防ぐこ
とができる。
【００５１】
　尚、この構成においては、更に、例えば、インクのドットのサイズについて、下層に形
成される光沢インクのドットのサイズよりも、上層に形成されるカラー印刷用のインクの
ドットのサイズが小さくなるように設定することが好ましい。このように構成すれば、例
えば、カラー印刷用のインクによる光沢インクの浸食をより適切に防ぐことができる。ま
た、これにより、例えば、印刷の解像度が高い場合等においても、カラー印刷用のインク
及び光沢インクによる印刷をより適切に行うことができる。
【００５２】
　（構成１４）媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷方法であって、光沢性
の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドである光沢イ
ンク用ヘッドに、予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作
を行わせ、光沢インクは、光沢性の顔料と、溶媒とを含むインクであり、主走査動作にお
いて、光沢インク用ヘッドは、主走査方向へ移動しつつインク滴の吐出を複数回行うこと
により、媒体上で主走査方向へ並ぶ複数の位置に、インクのドットを形成し、光沢インク
用ヘッドが吐出するインク滴の容量は、一の主走査動作で形成する複数のドットについて
、それぞれのドットが他のいずれかのドットと媒体上で接触するサイズになる容量である
。このように構成すれば、例えば、構成１と同様の効果を得ることができる。
【００５３】
　（構成１５）媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、光沢性
の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドである光沢イ
ンク用ヘッドと、予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作
を光沢インク用ヘッドに行わせる主走査駆動部とを備え、光沢インク用ヘッドは、光沢イ
ンクのインク滴を吐出するノズルである光沢インク用ノズルを有し、主走査駆動部は、主
走査動作において、光沢インク用ノズルからインク滴を吐出させ、予め設定された回数の
主走査動作で一のノズルにより媒体上に形成するインクのドットの密度を主走査ドット密
度と定義した場合、光沢インク用ノズルにより形成するインクのドットについて、主走査
ドット密度は、各回の主走査動作で形成するそれぞれのドットが液体の状態の他のいずれ
かのドットと媒体上で接触する主走査ドット密度である。
【００５４】
　光沢インクのドットについて、液体の状態での接触は、例えば、複数回の主走査動作で
形成するドット間で生じさせることも考えられる。この場合も、液体の状態で複数のドッ
トを接触させることにより、複数のドットを適切に連結させることができる。そのため、
このように構成すれば、光沢インクを用いて、高い光沢性を適切に得ることができる。
【００５５】
　（構成１６）媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷方法であって、光沢性
の色のインクである光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘッドである光沢イ
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ンク用ヘッドに予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴を吐出する主走査動作を
行わせ、光沢インク用ヘッドは、光沢インクのインク滴を吐出するノズルである光沢イン
ク用ノズルを有し、主走査駆動部は、主走査動作において、光沢インク用ノズルからイン
ク滴を吐出させ、予め設定された回数の主走査動作で一のノズルにより媒体上に形成する
インクのドットの密度を主走査ドット密度と定義した場合、光沢インク用ノズルにより形
成するインクのドットについて、主走査ドット密度は、各回の主走査動作で形成するそれ
ぞれのドットが液体の状態の他のいずれかのドットと媒体上で接触する主走査ドット密度
である。このように構成すれば、例えば、構成１５と同様の効果を得ることができる。
【００５６】
　（構成１７）媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷装置であって、少なく
とも一以上のインクジェットヘッドと、予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴
を吐出する主走査動作を一以上のインクジェットヘッドに行わせる主走査駆動部とを備え
、一以上のインクジェットヘッドは、予め設定された領域を塗りつぶす用途のインクのイ
ンク滴を吐出するノズルであるベタ印字用ノズルと、カラー印刷用のインクのインク滴を
吐出するノズルであるカラー印刷用ノズルとを有し、予め設定された回数の主走査動作で
一のノズルにより媒体上に形成するインクのドットの密度を主走査ドット密度と定義した
場合、主走査駆動部は、ベタ印字用ノズルに、第１の主走査ドット密度でインクのドット
を形成させ、カラー印刷用ノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな第２の主走査
ドット密度でインクのドットを形成させる。
【００５７】
　インクジェット方式での印刷を行う場合、予め設定された領域を塗りつぶす用途のイン
ク（ベタ印字用インク）として、様々なインクを用いる場合がある。この場合、予め設定
された領域を塗りつぶすとは、例えば、印刷装置において予め設定された所定の濃度（例
えば１００％の濃度）で、インク滴を吐出することである。また、この所定の濃度は、例
えば、印刷の解像度に応じて設定される全ての画素の位置に対し、インク滴を吐出する濃
度である。
【００５８】
　また、より具体的には、例えば、ベタ印字用インクとしてメタリックインク等の光沢イ
ンクや、透光性なクリア色のインク（クリアインク）等を用いて、ベタ印字による塗りつ
ぶしを行う場合がある。また、白色等の特定の色のインクを用いて、塗りつぶしを行う場
合もある。そして、このような場合、ベタ印字用インクに対応する主走査ドット密度につ
いては、ある程度以上の高い密度に設定することが望ましい。このように構成すれば、例
えば、一定の領域に対し、より均一に塗りつぶしを行うことができる。
【００５９】
　一方、カラー印刷用のインクについては、色間滲み等を防ぐために、ベタ印字用インク
よりも低い主走査ドット密度を設定することが望ましい。そのため、このように構成すれ
ば、例えば、ベタ印字用インク、及びカラー印刷用のインクのそれぞれについて、好まし
い主走査ドット密度を適切に設定できる。また、これにより、例えば、カラー印刷用のイ
ンクによる画像の品質を保ちつつ、ベタ印字用インクによる塗りつぶしをより適切に行う
ことができる。
【００６０】
　（構成１８）媒体に対してインクジェット方式で印刷を行う印刷方法であって、少なく
とも一以上のインクジェットヘッドに、予め設定された主走査方向へ移動しつつインク滴
を吐出する主走査動作を行わせ、一以上のインクジェットヘッドは、予め設定された領域
を塗りつぶす用途のインクのインク滴を吐出するノズルであるベタ印字用ノズルと、カラ
ー印刷用のインクのインク滴を吐出するノズルであるカラー印刷用ノズルとを有し、予め
設定された回数の主走査動作で一のノズルにより媒体上に形成するインクのドットの密度
を主走査ドット密度と定義した場合、ベタ印字用ノズルに、第１の主走査ドット密度でイ
ンクのドットを形成させ、カラー印刷用ノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな
第２の主走査ドット密度でインクのドットを形成させる。このように構成すれば、例えば
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、構成１５と同様の効果を得ることができる。
【発明の効果】
【００６１】
　本発明によれば、例えば、媒体に定着後の光沢インクについて、高い光沢性を適切に得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の一実施形態に係る印刷装置１０の一例を示す図である。図１（ａ）、（
ｂ）は、印刷装置１０の要部の構成の一例を示す正面図及び上面図である。
【図２】ヘッド部１２のより詳細な構成の一例を示す図である。図２（ａ）は、ヘッド部
１２の構成の一例を示す。図２（ｂ）は、ヘッド部１２の構成の他の例を示す。
【図３】ドットサイズと解像度との関係に関する実験に関し、実験を行った条件を示す図
である。
【図４】主走査方向におけるドット間隔と、光沢度との関係に関する実験の結果を示す図
である。
【図５】副走査方向におけるドット間隔と、光沢度との関係に関する実験の結果を示す図
である。
【図６】単位面積あたりのインクの吐出量と、光沢度との関係に関する実験の結果を示す
図である。
【図７】印刷の解像度とインク滴の容量との関係について、好ましい条件の一例を具体的
に示す図である。図７（ａ）は、好ましい第１の条件を示す。図７（ｂ）は、好ましい第
２の条件を示す。
【図８】メタリックインクを用いて印刷を行った結果を示す拡大写真である。
【図９】実験により得られた印刷のパス数と光沢度との関係を示す図である。
【図１０】各画素の位置へインク滴が着弾するタイミングである着弾順について、印刷の
パス数との関係の一例を示す図である。図１０（ａ）は、印刷のパス数が４の場合につい
て、メタリックインクによる印刷結果の一例と、着弾順の一例とを示す。図１０（ｂ）は
、印刷のパス数が８の場合について、メタリックインクによる印刷結果の一例と、着弾順
の一例とを示す。
【図１１】横落としマスクを用いる場合について、メタリックインクによる印刷結果の一
例と、着弾順の一例とを示す図である。
【図１２】空スキャンの影響に関する実験の結果を示す図である。
【図１３】単位面積あたりのインク量と光沢度との関係に関する実験の結果を示す図であ
る。
【図１４】メタリックインクを用いて行う印刷の好ましい条件の例を示す図である。
【図１５】ヘッド部１２を用いて行う印刷の動作について説明をする図である。図１５（
ａ）は、ヘッド部１２の詳細な構成の一例を示す。図１５（ｂ）は、本例のヘッド部１２
について簡略化して示す図である。
【図１６】ノズル列の分割について更に詳しく説明をする図である。図１６（ａ）は、ノ
ズル列を分割する領域の数の一例を示す。図１６（ｂ）は、ヘッド分割数を５にした場合
の領域の設定の例を示す図である。図１６（ｃ）は、メタリックカラー印刷を行う場合に
形成されるインクの層の一例を示す。
【図１７】本例のヘッド部１２におけるノズル列に対して行う領域の設定の例を示す図で
ある。
【図１８】メタリックインクによる印刷について説明をする図である。図１８（ａ）は、
メタリックインクのドットの重なり方の一例を示す。図１８（ｂ）は、使用するメタリッ
クインの特性等の一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　以下、本発明に係る実施形態を、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の一実
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施形態に係る印刷装置１０の一例を示す。図１（ａ）、（ｂ）は、印刷装置１０の要部の
構成の一例を示す正面図及び上面図である。尚、以下に説明をする点以外について、印刷
装置１０は、公知のインクジェットプリンタと同一又は同様の構成を有してよい。
【００６４】
　印刷装置１０は、媒体５０に対してインクジェット方式で印刷を行うインクジェットプ
リンタである。また、本例において、印刷装置１０は、例えばインクジェットヘッドに主
走査動作を行わせるシリアル方式で印刷を行うインクジェットプリンタであり、ヘッド部
１２、主走査駆動部１４、副走査駆動部１６、プラテン１８、駆動信号出力部２０、及び
制御部２２を備える。
【００６５】
　ヘッド部１２は、媒体５０に対して印刷を行う部分であり、制御部２２の指示に応じて
、印刷する画像の各画素に対応するインクのドットを媒体５０上に形成する。また、本例
において、ヘッド部１２は、複数のインクジェットヘッドを有する。ヘッド部１２のより
具体的な構成については、後に更に詳しく説明をする。
【００６６】
　主走査駆動部１４は、ヘッド部１２におけるインクジェットヘッドに主走査動作を行わ
せる構成である。この場合、主走査動作とは、例えば、予め設定された主走査方向（図中
のＹ方向）へ移動しつつ媒体５０へインク滴を吐出する動作である。また、本例において
、主走査駆動部１４は、キャリッジ１０２及びガイドレール１０４を有する。キャリッジ
１０２は、インクジェットヘッドのノズル列と媒体５０と対向させた状態でヘッド部１２
を保持する。ガイドレール１０４は、主走査方向へのキャリッジ１０２の移動をガイドす
るレールであり、制御部２２の指示に応じて、主走査方向へキャリッジ１０２を移動させ
る。
【００６７】
　副走査駆動部１６は、主走査方向と直交する副走査方向へ媒体５０に対して相対的に移
動する副走査動作をヘッド部１２におけるインクジェットヘッドに行わせる構成である。
本例において、副走査駆動部１６は、媒体５０を搬送するローラであり、主走査動作の合
間に媒体５０を搬送することにより、インクジェットヘッドに副走査動作を行わせる。
【００６８】
　尚、印刷装置１０の構成としては、例えば、媒体５０の搬送を行わずに、位置を固定し
た媒体５０に対してインクジェットヘッドの側を動かすことで副走査動作を行う構成（例
えば、Ｘ－Ｙテーブル型機）を用いることも考えられる。この場合、副走査駆動部１６と
しては、例えば、ガイドレール１０４を副走査方向へ移動させることでインクジェットヘ
ッドを移動させる駆動部等を用いることができる。
【００６９】
　プラテン１８は、媒体５０を載置する台状部材であり、ヘッド部１２のインクジェット
ヘッドにおいてノズルが形成されているノズル面と対向させて媒体５０を支持する。また
、本例において、プラテン１８は、例えばヘッド部１２と対向する位置に、媒体５０を加
熱するヒータを有する。このヒータは、媒体５０上のインクを媒体５０に定着させるため
の加熱手段であり、媒体５０を加熱することにより、媒体５０上のインクに含まれる溶媒
（溶剤）を揮発除去する。プラテン１８は、複数のヒータを有してもよい。例えば、ヒー
タとして、インク滴が着弾する前の位置で媒体５０を加熱するヒータ（プレヒータ）と、
ヘッド部１２と対向する位置で媒体５０を加熱するヒータ（プラテンヒータ）とを有して
よい。また、例えば媒体５０の搬送方向においてヘッド部１２よりも下流側で媒体５０を
加熱するヒータ（アフターヒータ）等を更に有してもよい。
【００７０】
　駆動信号出力部２０は、ヘッド部１２における複数のインクジェットヘッドへ駆動信号
を出力する信号出力部である。この場合、駆動信号とは、例えば、インクジェットヘッド
においてノズルの位置に配設された駆動素子（例えば、ピエゾ素子）の動作を制御する信
号である。また、駆動信号出力部２０は、主走査動作時において、駆動素子の動作を制御
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することにより、インクジェットヘッドのノズルから、インク滴を吐出させる。
【００７１】
　制御部２２は、例えば印刷装置１０のＣＰＵであり、例えばホストＰＣの指示に応じて
、印刷装置１０の各部の動作を制御する。以上の構成により、印刷装置１０は、媒体５０
に対し、印刷を行う。続いて、ヘッド部１２のより具体的な構成については、詳しく説明
をする。
【００７２】
　図２は、ヘッド部１２のより詳細な構成の一例を示す。図２（ａ）は、ヘッド部１２の
構成の一例を示す。本例において、ヘッド部１２は、複数のインクジェットヘッドとして
、複数のカラーインク用ヘッド２０２と、メタリックインク用ヘッド２０４とを有する。
また、図示は省略したが、複数のカラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘ
ッド２０４のそれぞれは、複数のノズルが副走査方向（Ｘ方向）へ並ぶノズル列を有する
。
【００７３】
　複数のカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれは、カラー印刷用のインクのインク滴を
吐出するインクジェットヘッドである。カラー印刷用のインクとは、例えば、ＣＭＹＫイ
ンクの各色のインクである。この場合、複数のカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれは
、例えば、ＣＭＹＫインクの各色のインクのインク滴を吐出する。また、本例において、
複数のカラーインク用ヘッド２０２は、例えば図２（ａ）に示すように、副走査方向にお
ける位置を揃えて、主走査方向へ並べて配設される。これにより、各回の主走査動作にお
いて、複数のカラーインク用ヘッド２０２は、同じ領域へインク滴を吐出する。
【００７４】
　尚、複数のカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれにおいて、カラー印刷用のインクと
しては、例えば、公知の各種インクを用いることができる。例えば、本例において、複数
のカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれは、例えば、ＣＭＹＫの各色のソルベントイン
クのインク滴を吐出する。この場合、ソルベントインクとは、例えば、顔料と有機溶剤と
を含むインクである。この有機溶剤は、揮発性有機溶剤であってよい。また、複数のカラ
ーインク用ヘッド２０２で用いるソルベントインクは、例えば公知のソルベントインクで
あってよい。また、カラー印刷用のインクとしては、例えば、ソルベントＵＶインク等を
用いることも考えられる。この場合、ソルベントＵＶインクとは、例えば、紫外線硬化型
のモノマー又はオリゴマーと、溶媒である有機溶剤とを含むインクである。また、ソルベ
ントＵＶインクは、紫外線硬化型インクを有機溶剤で希釈したインクであってよい。
【００７５】
　メタリックインク用ヘッド２０４は、光沢インク用ヘッドの一例であり、光沢インクの
一例であるメタリック色のインク（メタリックインク）のインク滴を吐出する。この場合
、光沢インク用ヘッドとは、例えば、光沢インクのインク滴を吐出するインクジェットヘ
ッドである。また、光沢インクとは、例えば、光沢性の色のインクである。光沢インクは
、例えば、光沢性の顔料と、溶媒とを含むインクであってよい。また、光沢インクとは、
例えば、光を反射する鱗片状の顔料を含むインクであってよい。また、光沢インクとして
は、例えばパール色等のインク等を用いることも考えられる。この場合、ヘッド部１２は
、例えば、光沢インク用ヘッドとして、パール色のインク用のインクジェットヘッドを有
する。
【００７６】
　また、本例において、メタリックインク用ヘッド２０４は、例えば図２（ａ）に示すよ
うに、複数のカラーインク用ヘッド２０２に対し、副走査方向における位置を揃えて、主
走査方向へ並べて配設される。これにより、各回の主走査動作において、メタリックイン
ク用ヘッド２０４は、例えば、複数のカラーインク用ヘッド２０２と同じ領域へインク滴
を吐出する。
【００７７】
　また、本例のメタリックインク用ヘッド２０４において、メタリックインクとしては、
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例えば、公知のメタリックインクを用いることができる。例えば、本例において、メタリ
ックインク用ヘッド２０４は、メタリック色のソルベントインクのインク滴を吐出する。
この場合、メタリック色のソルベントインクとは、例えば、メタリック色用の鱗片状の顔
料と、有機溶剤とを含むインクである。この有機溶剤は、揮発性有機溶剤であってよい。
また、この有機溶剤は、例えば、メタリックインクの主成分となる溶媒である。この場合
、インクの主成分とは、例えば、重量比で５０％以上含む成分のことである。また、この
有機溶剤としては、例えばグリコールエーテル系溶剤等を好適に用いることができる。ま
た、メタリックインクは、例えば、バインダ樹脂等を更に含んでよい。また、より具体的
に、本例において用いるメタリックインクは、例えば銀色のインクであってよい。この場
合、メタリックインクは、例えば、アルミニウム等の金属の顔料を含む。また、金属の顔
料としては、例えば、金、銀、黄銅等や、各種合金からなる顔料を用いてもよい。また、
メタリックインクとして、例えば、ソルベントＵＶインクを用いること等も考えられる。
【００７８】
　尚、メタリックインクを用いて印刷を行う場合、例えば、所定の領域に対し、カラー印
刷用のインク（ＣＭＹＫ）のインク滴は吐出せずに、メタリックインクで塗りつぶしを行
う場合がある。この場合、メタリックインクで塗りつぶしを行うとは、例えば所定の一定
の濃度（例えば１００％の濃度）でメタリックインクのインク滴を吐出することである。
このような場合、例えば、その領域に対する主走査動作において、カラーインク用ヘッド
２０２によるインク滴を行わずに、メタリックインク用ヘッド２０４のみにインク滴を吐
出させることが考えられる。このように構成すれば、例えば、図２（ａ）に示した構成に
より、メタリックインクによる印刷を適切に行うことができる。
【００７９】
　また、上記及び以下において説明をする点を除き印刷装置１０（図１参照）は、複数の
カラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４により、公知の方法と
同一又は同様にして、印刷を行ってよい。例えば、メタリックインク用ヘッド２０４によ
るインク滴の吐出の仕方等以外の点について、印刷装置１０の動作は、公知の印刷装置と
同一又は同様であってよい。この場合、メタリックインク用ヘッド２０４によるインク滴
の吐出の仕方とは、例えば、インク滴のサイズや、インク滴を吐出する画素の選択の仕方
等のことである。
【００８０】
　また、より具体的に、例えば、印刷装置１０におけるカラーインク用ヘッド２０２の動
作は、公知の印刷装置におけるカラーインク用ヘッドの動作と、同一又は同様であってよ
い。また、印刷装置１０は、例えば、マルチパス方式で印刷を行ってもよい。この場合、
マルチパス方式とは、例えば、媒体５０（図１参照）の各位置に対して複数の印刷パス分
の複数回の主走査動作を行う方式である。この場合、複数のカラーインク用ヘッド２０２
及びメタリックインク用ヘッド２０４は、例えば、予め設定されたマスクデータに応じて
選択される画素の位置へ、インク滴を吐出する。この場合、マスクデータとは、例えば、
各回の印刷パスでインク滴を吐出すべき画素を指定するデータのことである。また、マス
クデータは、インク滴の着弾順を規定するデータと言うことできる。このように構成すれ
ば、例えば、マルチパス方式で印刷を行うことにより、高い解像度の印刷を適切に行うこ
とができる。また、この場合、複数のカラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク
用ヘッド２０４は、例えば、共通のマスクデータに応じて選択される画素の位置へ、イン
ク滴を吐出してよい。このように構成すれば、例えば、制御を過度に複雑化することなく
、マルチパス方式での印刷を適切に行うことができる。
【００８１】
　また、カラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４により行う主
走査動作の方向は、必要に応じて、一方向及び双方向のいずれに設定してもよい。この場
合、主走査動作の方向を一方向に設定するとは、例えば、主走査動作時にカラーインク用
ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４を移動させる向きを、主走査方向にお
ける一方の向きのみに設定することである。また、主走査動作の方向を双方向に設定する
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とは、例えば、主走査方向へカラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド
２０４を往復させ、かつ、この往復における往路及び復路の両方で主走査動作を行うこと
である。
【００８２】
　また、複数のカラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４のそれ
ぞれは、例えば、複数のインクジェットヘッドにより構成される複合ヘッドであってもよ
い。例えば、複数のカラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４の
それぞれは、複数のインクジェットヘッドをスタガ配置で並べたスタガヘッドであっても
よい。
【００８３】
　また、ヘッド部１２における複数のカラーインク用ヘッド２０２とメタリックインク用
ヘッド２０４との配置については、例えば、図１（ａ）に示した構成以外の構成を用いる
ことも考えられる。図２（ｂ）は、ヘッド部１２の構成の他の例を示す。尚、以下に説明
をする点を除き、図２（ｂ）において、図２（ａ）と同じ符号を付した構成は、図２（ａ
）における構成と、同一又は同様の特徴を有する。
【００８４】
　図２（ｂ）に示した構成において、メタリックインク用ヘッド２０４は、複数のカラー
インク用ヘッド２０２と副走査方向における位置をずらして配設される。この場合、各回
の主走査動作において、メタリックインク用ヘッド２０４は、カラーインク用ヘッド２０
２と同時に主走査方向へ移動しつつ、カラーインク用ヘッド２０２とは異なる領域へイン
ク滴を吐出する。このように構成した場合も、カラー印刷用インク及びメタリックインク
による印刷を適切に行うことができる。
【００８５】
　続いて、本例におけるメタリックインク用ヘッド２０４の動作等について、更に詳しく
説明をする。上記のように、本例において、メタリックインク用ヘッド２０４は、主走査
動作を行うことにより、媒体５０上にインク滴を吐出する。また、より具体的に、各回の
主走査動作において、メタリックインク用ヘッド２０４は、主走査方向へ移動しつつイン
ク滴の吐出を複数回行うことにより、媒体５０上で主走査方向へ並ぶ複数の位置に、イン
クのドットを形成する。
【００８６】
　また、本例において、メタリックインク用ヘッド２０４が吐出するインク滴の容量は、
各回の主走査動作で形成される複数のドットが媒体５０上で接触するサイズになる容量で
ある。また、この容量は、例えば、一の主走査動作でメタリックインク用ヘッド２０４が
形成する複数のドットについて、それぞれのドットが他のいずれかのドットと媒体５０上
で接触するサイズになる容量であるとも言える。
【００８７】
　尚、各回の主走査方向で形成される複数のインクのドットについて、媒体５０上で接触
するとは、同じ主走査動作で形成される複数のドットにおいて、例えば主走査方向におい
て隣接するドットが互いに接触することである。また、インクのドットについて、媒体５
０上で接触するとは、例えば、溶媒が揮発除去される前に、液体の状態のインクのドット
が接触することである。液体の状態のインクのドットが接触するとは、例えば、インクの
ドットの連結が生じる状態で接触することであってよい。
【００８８】
　また、それぞれのドットが他のいずれかのドットと媒体５０上で接触するとは、例えば
、メタリックインク用ヘッド２０４により形成される実質的に全てのドットのそれぞれに
ついて、他のいずれかのドットと媒体５０上で接触することであってよい。実質的に全て
のドットとは、例えば、画素の選択について設計上の都合や、メタリックインク用ヘッド
２０４の動作上生じる一部の例外を除いたドットのことであってよい。また、実質的に全
てのドットとは、例えば、視認結果に影響を与えない範囲の一部の例外を除いたドットの
ことであってよい。また、インク滴の容量とは、例えば、設計上の容量のことであってよ
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い。
【００８９】
　また、上記においても説明をしたように、本例において、メタリックインク用ヘッド２
０４は、複数のノズルが副走査方向へ並ぶノズル列を有する。この場合、各回の主走査動
作において、メタリックインク用ヘッド２０４は、例えば、ノズル列中の複数のノズルか
らインク滴を吐出する。また、これにより、主走査方向における位置を揃えて副走査方向
へ並ぶ複数のインクのドットを媒体上に形成する。また、この場合、メタリックインク用
ヘッド２０４が吐出するインク滴の容量は、主走査方向における位置を揃えて副走査方向
へ並ぶ複数のインクのドットについて、それぞれのドットが他のいずれかのドットと媒体
上で接触するサイズになる容量にすることが好ましい。
【００９０】
　また、上記においても説明をしたように、本例において、印刷装置１０は、例えば、マ
ルチパス方式で印刷を行ってもよい。この場合、メタリックインク用ヘッド２０４がメタ
リックインクのインク滴を吐出する画素の位置は、少なくとも、主走査方向において一つ
おきの画素の位置になる。この場合、主走査方向において一つおきの画素の位置とは、例
えば、印刷の解像度に応じて設定される画素の並びの中で、主走査方向において一つおき
になる画素の位置のことである。より具体的に、主走査方向において一つおきの画素の位
置とは、例えば、主走査方向における印刷の解像度における解像度ピッチの２倍の距離の
間隔で並ぶ位置である。また、この場合、各回の主走査動作で形成される複数のドットが
媒体５０上で接触するサイズになる容量とは、例えば、少なくとも、一のインク滴により
形成されるインクのドットの直径が、主走査方向における解像度ピッチの２倍以上になる
容量のことである。
【００９１】
　ここで、メタリックインクを用いて印刷を行う場合、高い光沢性が得られる状態で適切
に印刷を行うためには、例えば、定着時の顔料の配向性における乱雑性をより小さくする
ことが望まれる。より具体的には、例えば、鱗片状の顔料について、媒体５０上で鱗状（
平面状）に配向するように媒体５０に定着することが望まれる。しかし、例えばメタリッ
クインク用ヘッド２０４により形成される各ドットについて、他のドットと連結しないよ
うな条件で形成した場合、各ドットが乾燥するまでの時間が短くなり、ドット内の顔料の
状態が乱れたままでインクが媒体５０に定着しやすくなる。また、その結果、十分な光沢
性が得られなくなるおそれがある。
【００９２】
　これに対し、本例の場合、例えば、メタリックインクのドットは、媒体５０上で連結し
、より大きなドットになる。そして、その結果、溶媒（有機溶剤）が揮発除去されるまで
の時間がより長くなる。また、これにより、例えば、高い光沢性を発揮する状態でメタリ
ックが媒体に定着することになる。そのため、本例によれば、例えば、媒体５０に定着後
のメタリックについて、高い光沢性を適切に得ることができる。
【００９３】
　このように、本例においては、例えば、メタリックインク用ヘッド２０４から吐出され
るメタリックインクのインク滴の容量を大きくすることにより、高い光沢性が得られる構
成を実現している。しかし、上記においても説明をしたように、ヘッド部１２は、メタリ
ックインク用ヘッド２０４の他に、複数のカラーインク用ヘッド２０２を更に有する。そ
して、カラー印刷用のインクであるＣＭＹＫインクの場合、インク滴の容量が大きすぎる
と、高い精度での印刷を適切に行えなくなる場合がある。例えば、カラー印刷用のインク
で印刷を行う場合。媒体５０上でインクのドットの接触が生じると、印刷の品質が低下す
る場合がある。また、より具体的に、例えば、異なる色のインクのドット間で接触が生じ
た場合、色間滲みが発生し、印刷の品質が低下する場合がある。そのため、カラー印刷用
のインクで印刷を行う場合について、解像度の高い印刷を適切に行うためには、媒体５０
上に形成されるインクのドットのサイズを十分に小さくする必要がある。
【００９４】
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　そこで、本例においては、例えば、カラーインク用ヘッド２０２が吐出するインク滴の
容量について、メタリックインク用ヘッド２０４の場合と異ならせ、より小さくすること
が好ましい。これにより、カラーインク用ヘッド２０２が吐出する一のインク滴により媒
体５０上に形成されるインクのドットのサイズは、メタリックインク用ヘッド２０４が吐
出する一のインク滴により媒体５０上に形成されるインクのドットのサイズよりも小さく
なる。この場合、インクのドットのサイズとは、例えば、インクのドットの直径である。
また、インクのドットの直径は、例えば設計上の直径であってよい。
【００９５】
　また、より具体的に、カラーインク用ヘッド２０２が吐出するインク滴の容量は、複数
のドットが媒体５０上で接触しないサイズになる容量にすることが好ましい。この場合、
複数のドットが媒体５０上で接触しないとは、例えば、同じ主走査動作により形成する複
数のドットについて、媒体５０上で接触しないことである。このように構成すれば、例え
ば、カラー印刷用のインクについて、インクのドットのサイズを適切に小さくできる。ま
た、これにより、例えば色間滲みの発生等を適切に防ぎ、解像度の高い高品質の印刷を適
切に行うことができる。
【００９６】
　また、カラーインク用ヘッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４のそれぞれか
ら吐出するインク滴の容量を上記のように設定するためには、例えば、カラーインク用ヘ
ッド２０２及びメタリックインク用ヘッド２０４へ供給する駆動信号を互いに異ならせる
ことが考えられる。この場合、駆動信号出力部２０（図１参照）は、例えば、カラーイン
ク用ヘッド２０２へ、予め設定された第１の波形で変化する第１の駆動信号を出力する。
また、メタリックインク用ヘッド２０４へ、第１の駆動信号と異なる波形で変化する第２
の駆動信号を出力する。この場合、第２の駆動信号は、例えば、第１よりもインク滴の容
量が大きくなるような信号である。また、第２の駆動信号について、第１の駆動信号と異
なる波形で変化するとは、例えば、信号のレベル（電圧）のみが異なることであってもよ
い。
【００９７】
　このように構成すれば、例えば、メタリックインク及びカラー印刷用のインクのそれぞ
れについて、インク滴の容量を適切に設定できる。また、これにより、例えば、メタリッ
クインク及びカラー印刷用のインクのそれぞれについて、一のインク滴により形成される
インクのドットのサイズを適切に設定できる。
【００９８】
　また、メタリックインクとしては、例えば、カラー印刷用のインクよりも媒体５０上で
広がりやすい特性のインクを用いることも考えられる。このように構成すれば、例えば、
メタリックインクについて、媒体５０上でインクのドットが接触する条件をより設定しや
すくなる。また、これにより、例えば、媒体に定着後のメタリックインクについて、高い
光沢性を適切に得ることができる。
【００９９】
　尚、インクの特性について、媒体５０上で広がりやすい特性とは、例えば、溶媒が揮発
除去されるまでの間により広い直径にまで広がるインクのことである。媒体５０上で広が
りやすい特性のインクとは、例えば媒体５０への着弾直後においてより早く広がるインク
であってよい。また、媒体５０上で広がりやすい特性のインクとは、例えば、媒体５０に
弾かれにくいインクであってよい。媒体５０に弾かれにくいインクとは、例えば媒体５０
との親和性が高いインクのことである。また、本例において、メタリックインクとしては
、例えば、媒体５０との親和性を高める添加剤等をカラー印刷用インクよりも多く含むイ
ンクを用いること等が考えられる。
【０１００】
　以上のように、本例によれば、例えば、メタリックインクを用いて、例えば、光沢性の
高い印刷を適切に行うことができる。また、カラー印刷用のインクにより、例えば、解像
度の高い印刷を適切に行うことができる。また、これにより、例えば、高品質の印刷を適
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切に行うことができる。
【０１０１】
　続いて、本発明に関連して本願の発明者が行った各種実験等について、説明をする。本
願の発明者は、先ず、インクのドットのサイズ（ドットサイズ）及び解像度と光沢度（光
沢値）との関係を確認するための実験を行った。図３～６は、ドットサイズ及び解像度と
光沢度の関係に関する実験の結果を示す。図３は、実験を行った条件を示す。この実験で
は、図３において固定条件として示した各条件を固定した上で、その他の条件を様々に異
ならせ、印刷を行った。
【０１０２】
　また、様々に異ならせる条件として、ＶＤ（バリアブルドット）用の２種類の駆動波形
を用いた。また、この駆動波形として、ミマキエンジニアリング社製の公知のインクジェ
ットプリンタで用いている駆動波形であるＷＦ６波形と、ＷＦ８波形とを用いた。この場
合、ＶＦ用の駆動波形とは、インクジェットヘッドの各ノズルから吐出するインク滴の容
量について、複数段階で可変にする駆動波形である。また、より具体的に、この実験で用
いたＷＦ６波形及びＷＦ８波形は、小サイズ（Ｓ）、中サイズ（Ｍ）、大サイズ（Ｌ）の
３段階のドットサイズのそれぞれに合わせ、インク滴の容量を変化させる。また、各ドッ
トサイズの主走査方向（Ｙ方向）及び副走査方向（Ｘ方向）における直径（ドットゲイン
）や、各ドットサイズに対応するインク滴の容量（Ｓｈｏｔ　Ｖｏｌｕｍｅ）は、図示の
とおりである。
【０１０３】
　そして、これらの印刷の条件を用いて、以下において説明をする実験を行った。図４は
、主走査方向（Ｙ方向）におけるドット間隔と、光沢度との関係に関する実験の結果を示
す。図５は、副走査方向（Ｘ方向）におけるドット間隔と、光沢度との関係に関する実験
の結果を示す。これらの実験では、駆動波形としてＷＦ８波形を用いた。また、形成する
インクのドットは、大サイズ（Ｌ）のドットとした。そして、主走査方向におけるドット
間隔を様々に異ならせて印刷を行い、各条件で得られる光沢度を確認した。また、ドット
間隔は、印刷の解像度（解像度メッシュ）を異ならせることで変化させた。
【０１０４】
　図４及び図５に示したグラフ及び写真からわかるように、メタリックインクを用いた印
刷により得られる光沢度は、ドット間隔により変化する。また、ドット間隔が大きくなる
と、光沢度の低下が顕著になる。
【０１０５】
　ここで、これらの実験の場合、主走査方向及び副走査方向のいずれのドット間隔につい
ても、７２０×７２０ｄｐｉの解像度（主走査方向及び副走査方向の解像度が共に７２０
ｄｐｉ）で印刷を行った場合に、最も高い光沢度が得られた。そのため、ドット間隔をこ
の場合より小さくした場合及び大きくした場合のいずれにおいても、光沢度は、最適なド
ット間隔の場合と比べると低下するとも言える。しかし、光沢度が低下する理由は、ドッ
ト間隔を小さくする場合と大きくした場合とで異なると考えられる。
【０１０６】
　例えば、ドット間隔を小さくした場合、単位面積あたりに吐出されるインクの吐出量が
多くなるため、インクがより乾燥しにくくなること等が原因であると考えられる。そのた
め、この場合、例えば十分な時間をかけてインクを乾燥させれば、高い光沢性が適切に得
られると考えられる。一方、ドット間隔を大きくした場合、反対に、単位面積あたりに吐
出されるインクの吐出量が少なくなるため、インクの乾燥しやすくなると考えられる。ま
た、その結果、メタリックインクの顔料の定着時の配向性に乱雑性が大きくなり、光沢性
が低下していると考えられる。
【０１０７】
　そこで、本願の発明者は、更に、単位面積あたりのインクの吐出量と、光沢度との関係
を確認する実験を行った。図６は、単位面積あたりのインクの吐出量と、光沢度との関係
に関する実験の結果を示す。この実験では、グラフ中に示す各条件で印刷を行うことによ
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り、単位面積（１ｍ２）あたりのインク吐出量を様々に異ならせ、各条件で得られる光沢
度を確認した。
【０１０８】
　グラフからわかるように、単位面積あたりのインクの吐出量がある程度（例えば１０ｇ
／ｍ２程度）より小さくなると、光沢度は急激に低下する。また、そして、この場合、十
分な光沢度が得られなくなるおそれがある。一方、単位面積あたりのインクの吐出量が多
くなった場合には、少なくなる場合と比べ、光沢度の低下の度合いは小さい。そのため、
高い光沢度を適切に得るためには、単位面積あたりのインクの吐出量が不足する条件を避
けることが重要であると言える。尚、より具体的に、例えば、ドットゲインが７０～９０
μｍ程度（Ｓｈｏｔ　Ｖｏｌｕｍｅ：１２～１９ｎｇ程度）で変化する場合、７２０×７
２０ｄｐｉの解像度で印刷を行えば、５００以上の高い解像度が得られると言える。
【０１０９】
　以上の実験により、例えば、高い光沢度を得るためには、単位面積あたりのインクの吐
出量を十分に多くすることが必要であると言える。また、そのためには、印刷の解像度（
ドット間隔）に応じて、ドットサイズが十分に大きくなるように、インク滴の容量を十分
に大きくすることが必要であると言える。
【０１１０】
　これに対し、例えば、図１及び図２を用いて説明をした印刷装置１０の構成によれば、
メタリックインク用ヘッド２０４が吐出するインク滴の容量について、各回の主走査動作
で形成される複数のドットが媒体５０上で接触するサイズになる容量とすることで、イン
ク滴の容量を適切かつ十分に大きくすることができる。また、これにより、メタリックイ
ンクを用いて、光沢度の高い印刷を適切に行うことができる。
【０１１１】
　図７は、印刷の解像度とインク滴の容量との関係について、好ましい条件の一例を具体
的に示す。この条件は、駆動波形としてＷＦ８波形を用い、メタリックインク用ヘッド２
０４から吐出するインク滴を大サイズ（Ｌ）のドット用のインク滴に設定する場合の好ま
しい条件である。
【０１１２】
　図７（ａ）は、好ましい第１の条件を示す。この第１の条件において、印刷の解像度は
、７２０×７２０ｄｐｉとする。この場合、主走査方向（Ｙ方向）及び副走査方向（Ｘ方
向）のそれぞれにおいて、ドット間距離は、３５．２８μｍとなる。また、パス数を４と
するマルチパス方式で印刷を行う。そして、印刷の濃度を１００％にして、印刷を行う。
【０１１３】
　また、図７（ａ）において、図示したマス目の格子点は、印刷の解像度に応じて設定さ
れる画素の位置を示す。また、各画素の位置に対して示した数字（１）～（４）は、その
画素の位置へインク滴を吐出する印刷パスを示す。例えば、数字（１）を付した画素の位
置に対しては、１番目の印刷パスにおいて、インク滴を吐出する。また、数字（２）～（
４）のそれぞれを付した画素の位置に対しては、２～４番目のそれぞれの印刷パスにおい
て、インク滴を吐出する。このように構成すれば、例えば、各回の印刷パスにおいて、イ
ンクのドットを媒体５０上で適切に接触させることができる。また、これにより、メタリ
ックインクを用いて、光沢度の高い印刷を適切に行うことができる。
【０１１４】
　図７（ｂ）は、好ましい第２の条件を示す。以下に説明をする点を除き、第２の条件は
、第１の条件と、同一又は同様である。第２の条件において、印刷の解像度は、１４４０
×７２０ｄｐｉとする。この場合、主走査方向における解像度が１４４０ｄｐｉである。
また、副走査方向における解像度が７２０ｄｐｉである。この場合、印刷の解像度に応じ
て設定される画素の位置は、図中のマス目の格子点の位置になる。そして、パス数を８と
するマルチパス方式で印刷を行う。また、印刷の濃度は、第１の条件と比べて半分の５０
％とする。
【０１１５】
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　そして、各画素の位置に対し、数字（１）～（８）のそれぞれが示す印刷パスにより、
インク滴を吐出する。より具体的に、この場合の画素の選択の仕方は、千鳥配置状であり
、数字（１）～（８）のそれぞれを付した画素の位置に対して、１～８番目のそれぞれの
印刷パスにおいて、インク滴を吐出する。このように構成した場合も、例えば、各回の印
刷パスにおいて、インクのドットを媒体５０上で適切に接触させることができる。また、
これにより、メタリックインクを用いて、光沢度の高い印刷を適切に行うことができる。
【０１１６】
　図８は、メタリックインクを用いて印刷を行った結果を示す拡大写真であり、上記の第
１の条件で印刷を行った印刷結果の拡大写真を、比較対象となる条件で印刷を行った印刷
結果の拡大写真と共に示す。第１の条件で印刷を行った場合、写真に示すように、媒体上
において、複数のインクのドットが連結し、大きなドットが形成されている。また、その
結果、この場合、高い光沢性が適切に得られている。
【０１１７】
　一方、比較対象となる条件においては、３６０×３６０ｄｐｉの印刷解像度で、印刷パ
ス数を２とするマルチパス方式で印刷を行った。また、印刷の濃度は、６．２５％とした
。この条件は、同じ主走査動作で形成されるドット間距離が大きくなり、ドット間の連結
が生じない条件である。図からわかるように、この場合、媒体上で、インクのドットは、
互いに離間して形成される。そのため、この場合、インク中の溶媒は、短時間で揮発除去
されることになる。また、その結果、この条件の場合、十分な光沢性は得られなかった。
【０１１８】
　ここで、上記のように、インクジェット方式で印刷を行う場合、マルチパス方式で印刷
を行う方法が広く用いられている。また、マルチパス方式で印刷を行う場合、媒体上の同
じ位置に対し、複数回の主走査動作を行う。そのため、マルチパス方式で印刷を行う場合
、インクのドットの乾燥の仕方に関し、一の主走査動作を行った後、次の主走査動作を行
うまでの時間が影響することも考えられる。より具体的には、例えば、低パスモードで印
刷を行う場合や、インク滴を吐出させずにインクジェットの移動のみを行う空スキャンを
含む動作を行う場合等に、乾燥ムラ等が生じること等が考えられる。また、その結果、画
質の低下や、主走査方向への縞等が発生するおそれもある。
【０１１９】
　そこで、本願の発明者は、マルチパス方式で印刷を行う場合について、各回の主走査動
作でインク滴を吐出する画素の選択の仕方等について、好ましい方法を突き止めるための
各種実験等を更に行った。また、このような実験として、具体的には、例えば、印刷のパ
ス数（パス分割数）及びマスクデータ（マスク）と光沢度との関係について、各種実験を
行った。
【０１２０】
　図９は、実験により得られた印刷のパス数と光沢度との関係を示す図であり、図６にお
いて示したグラフと同じデータに基づき、印刷のパス数と光沢度との関係を示す。図９に
示したグラフにより、例えば、印刷のパス数と光沢度との関係について、印刷パス数が多
い高パスの設定になると、光沢度が低下することがわかる。
【０１２１】
　図１０は、各画素の位置へインク滴が着弾するタイミングである着弾順について、印刷
のパス数との関係の一例を示す。図１０（ａ）は、印刷のパス数が４の場合について、メ
タリックインクによる印刷結果の一例と、着弾順の一例とを示す。図１０（ｂ）は、印刷
のパス数が８の場合について、メタリックインクによる印刷結果の一例と、着弾順の一例
とを示す。尚、図１０（ａ）、（ｂ）において、図示したマス目の格子点は、印刷の解像
度に応じて設定される画素の位置を示す。また、各画素の位置に対して示した数字（１）
～（４）、又は（１）～（８）は、その画素の位置へインク滴を吐出する印刷パスを示す
。
【０１２２】
　図からわかるように、図１０（ａ）に示した場合、１回の主走査動作により、主走査方
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向における隣接する複数の画素の位置に対してインク滴を吐出する。一方、図１０（ｂ）
に示した場合、主走査方向における隣接する複数の画素のそれぞれの位置に対し、異なる
回の主走査動作でインク滴を吐出することになる。
【０１２３】
　また、より一般的に、印刷のパス数が多くなった場合、１回の主走査動作で形成される
複数のインクのドットの並びにおいて、通常、ドット間隔は大きくなる。また、その結果
、印刷のパス数が多くなった場合、通常、複数のドット間での連結は生じにくくなると考
えられる。また、隣接する画素の位置の間で、インク滴が着弾するタイミングの時間差も
大きくなる場合がある。そして、この場合、インク層の表面に凹凸や隙間が発生し、光沢
度が低下する原因になると考えられる。また、実際、図中に示すように、図１０（ｂ）に
示した場合の光沢度は、図１０（ａ）に示した場合と比べ、低下している。
【０１２４】
　ここで、上記のように、図１０（ａ）、（ｂ）に示した場合の比較により、印刷のパス
数を多くすることで、光沢度が低下する場合があることがわかる。また、その理由として
、印刷のパス数が多くなると、隣接する画素の位置の間で、インク滴が着弾するタイミン
グの時間差が大きくなること等が考えられる。
【０１２５】
　これに対し、例えば、隣接する画素の位置の間について、インク滴が着弾するタイミン
グの時間差を小さくできれば、印刷のパス数が多い場合でも、高い光沢度を適切に得られ
ると考えられる。また、このような方法としては、例えば、マルチパス方式で用いるマス
クデータとして、横落としマスクを用いることが考えられる。この場合、横落としマスク
とは、例えば、各回の主走査動作でインク滴を吐出する画素の選択について、主走査方向
において隣接する画素の位置へのインク滴の吐出を、連続する主走査動作において行うよ
うに選択するマスクデータのことである。
【０１２６】
　図１１は、横落としマスクを用いる場合について、メタリックインクによる印刷結果の
一例と、着弾順の一例とを示す。図１１において、図示したマス目の格子点は、印刷の解
像度に応じて設定される画素の位置を示す。また、各画素の位置に対して示した数字（１
）～（８）は、その画素の位置へインク滴を吐出する印刷パスを示す。
【０１２７】
　印刷結果と共に示したように、この場合、例えば図１０（ｂ）に示した場合と比べ、よ
り高い光沢度が得られている。そのため、この結果から、例えば、高パスの設定で印刷を
行う場合について、横落としマスクを用いることで光沢度の低下を抑え得ることがわかる
。
【０１２８】
　ここで、以上の実験結果により、例えば、ドットサイズが７０～９０μｍ（１２～１９
ｎｇ）程度の場合、ドット間隔について、７２０×７２０ｄｐｉの解像度に対応する間隔
程度にすることが好ましいことがわかる。また、インク滴の着弾順について、隣接する画
素の間での着弾の時間差が光沢度に強い影響を与えることがわかる。また、その結果、高
パスの設定で印刷を行う場合には、横落としマスクを用いることが好ましいと言える。そ
のため、例えば、高パスの設定で高光沢に印刷を行う場合には、一例として、例えば、横
落としマスクを用い、印刷のパス数を８とし、７２０×７２０ｄｐｉの解像度で印刷を行
うことが好ましい設定となる。また、例えば、この設定に対し、印刷の濃度を５０％にし
、主走査方向において１ドット間隔で間引きを行うこと等も考えられる。この場合、例え
ば、横落としマスクを用い、印刷のパス数を１６とし、１４４０×７２０ｄｐｉの解像度
で印刷を行うこと等が考えられる。
【０１２９】
　尚、インクジェットプリンタにおいては、マルチパス印刷を行う設定について、印刷の
パス数や使用するマスクデータが異なる複数種類の設定を用いる場合がある。そのため、
より一般化して考えた場合、メタリックインクのインク滴の容量については、図１及び図
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２等に関連して説明をしたように、各回の主走査動作で形成される複数のドットが媒体上
で接触するサイズになる容量にすることが好ましいと言える。また、この場合、より具体
的に、インク滴の容量について、一のインク滴により形成されるインクのドットの直径が
主走査方向における解像度ピッチの２倍以上になる容量にすることが考えられる。
【０１３０】
　続いて、マルチパス方式で生じる空スキャンの影響に関する実験の結果について、説明
をする。マルチパス方式で印刷を行う場合、印刷条件の設定によっては、例えば媒体を搬
送する送り動作との関係等により、一定の間隔で空スキャンを挟んで主走査動作を行う場
合がある。そして、このような変則的な送り動作を行う場合、各画素の位置への着弾順に
おいて、着弾のタイミングの時間差が変化する場合がある。また、その結果、意図しない
縞等が発生し、光沢度が低下する場合がある。
【０１３１】
　図１２は、空スキャンの影響に関する実験の結果を示す。この実験では、図１２におい
て固定条件として示した各条件を固定した上で、主走査動作の間隔（スキャン間隔）を異
ならせた各条件で、印刷を行った。また、スキャン間隔を異ならせる条件として、主走査
動作においてインクジェットヘッドを移動させる距離（スキャン幅）を異ならせた。より
具体的に、この実験では、スキャン幅について、最大設定の幅（フル幅）である１３００
ｍｍと、より短い１００ｍｍとの設定を用いた。
【０１３２】
　また、この実験では、解像度及びパス数の設定として、図中に（Ａ）～（Ｃ）として示
した３つの条件を用いた。このうち、条件（Ａ）は、空スキャンが生じない設定である。
また、条件（Ｂ）は、１回おきに空スキャンが生じる設定である。また、条件（Ｃ）は、
１回おきに空スキャンが生じ、かつ、各回の主走査動作（スキャン）毎でのインクの吐出
量が少ない条件である。
【０１３３】
　ここで、スキャン幅を短い設定である１００ｍｍとした場合、１回の主走査動作に要す
る時間も短くなる。そのため、スキャン間隔も短くなり、隣接する画素の位置に対し、異
なる回の主走査動作でインク滴を吐出する場合にも、着弾のタイミングの時間差は小さく
なる。そのため、この場合、（Ａ）～（Ｃ）のいずれの条件を用いる場合にも、高い光沢
度が得られた。
【０１３４】
　一方、スキャン幅をフル幅に設定した場合、１回の主走査動作に要する時間は長くなる
。そのため、スキャン間隔は長くなる。また、その結果、例えば、隣接する画素の位置に
対し、異なる回の主走査動作でインク滴を吐出する場合、着弾のタイミングの時間差は大
きくなる。そして、この場合、例えば条件（Ａ）のように、空スキャンが生じない条件で
あれば、光沢度が大きく低下することはない。また、この場合、例えば、双方向で高速に
印刷する設定（ＢｉＨｉ）にした場合、光沢度は更に高くなる。これは、例えば、隣接す
る画素の位置への着弾の時間差が更に小さくなるためであると考えられる。
【０１３５】
　しかし、例えば条件（Ｂ）、（Ｃ）のように、空スキャンが生じる条件の場合、図中に
示すように、フル幅での印刷を行うと、光沢度が大きく低下することになる。これは、隣
接する画素の位置への着弾の時間差が大きくなりすぎたためであると考えられる。
【０１３６】
　そこで、本願の発明者は、空スキャンが必要な場合において、空スキャンの代わりに、
つなぎ用の主走査動作を行うことを考えた。この場合、つなぎ用の主走査動作とは、例え
ば、本来は空スキャンを行うべきタイミングで行う主走査動作のことである。このつなぎ
の主走査動作においては、例えば、所定の一定の濃度でインク滴を吐出する主走査動作を
行うことが考えられる。
【０１３７】
　また、本願の発明者は、実際に、条件（Ｂ）、（Ｃ）に関し、図中にＢｉ／ＳＬ交互と
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して示すように、双方向で印刷をする設定を用い、つなぎの主走査動作として、バリアブ
ルドットの設定により、小サイズ（Ｓ）のドット用のインク滴を吐出するようにして、主
走査動作を行った。また、これにより、高い光沢性が得られることを確認した。そのため
、このような構成により、例えば、スキャン幅が広い場合にも、高い光沢性を適切に得る
ことができることがわかる。
【０１３８】
　尚、つなぎ用の主走査動作以外の本来の主走査動作で形成するインクのドット（メイン
ドット）のサイズが、例えば７０～９０μｍ程度（１４～１９ｎｇ程度）の場合、つなぎ
用の主走査動作で形成するドット（つなぎ用サブドット）のサイズは、例えば６０μｍ程
度（５ｎｇ程度）とすることが考えられる。このように構成すれば、例えば、高い光沢性
を適切に得ることができる。
【０１３９】
　また、上記の結果について補足説明をするため、以下において、更に、単位面積あたり
のインク量と光沢度との関係に関する実験の結果について、説明をする。図１３は、単位
面積あたりのインク量と光沢度との関係に関する実験の結果を示す図である。この実験に
おいては、図１３に示すように、ＷＦ６波形及びＷＦ８波形の様々なサイズのインクのド
ットを用い、通常印刷の設定で双方向の印刷を行うことにより、単位面積あたりのインク
量と光沢度との関係を確認した。また、これにより、例えば、単位面積あたりのインク量
が少ない場合、光沢度が低くなることがわかる。また、例えば印刷のパス数が多い場合（
例えば１６の場合）、ある程度のインク量に達するまで、インク量が増えるほど光沢度が
高まる関係にあることがわかる。
【０１４０】
　そして、この場合、例えば上記において説明をしたつなぎの主走査動作を行う構成につ
いて、単位面積あたりのインク量を増加させる構成と考えることができる。また、これに
より、例えば、つなぎの主走査動作を行うことで光沢度が高まる点について、理解するこ
とができる。
【０１４１】
　続いて、メタリックインクを用いて行う具体的な印刷の条件について、以上のような各
実験に基づいた場合に考えられる好ましい条件の例を示す。図１４は、メタリックインク
を用いて行う印刷の好ましい条件の例を示す。
【０１４２】
　上記の各実験に基づいた場合、メタリックインクを用いて行う印刷について、例えば、
図中に示す条件Ａ～Ｃのいずれかを用いることが好ましいと考えられる。図１４において
、図示したマス目の格子点は、印刷の解像度に応じて設定される画素の位置を示す。また
、各画素の位置に対して示した数字（１）～（８）、又は（１）～（１６）は、その画素
の位置へインク滴を吐出する印刷パスを示す。これらの条件により印刷を行えば、例えば
、メタリックインクを用いて、光沢度の高い印刷を適切に行うことができる。
【０１４３】
　ここで、上記においては、主に、メタリックインクで印刷をする場合の条件等について
、各種の観点での好ましい条件等を説明した。しかし、実際の印刷時においては、メタリ
ックインクでの印刷の条件のみではなく、カラー印刷用のインクでの印刷の条件について
も、十分に考慮することが必要である。例えば、図１及び図２等を用いて説明をした本例
の印刷装置１０で印刷をする場合、カラー印刷用のインク及びメタリックインクのそれぞ
れについての好ましい印刷の条件に合わせて、カラーインク用ヘッド２０２及びメタリッ
クインク用ヘッド２０４（図２参照）のそれぞれの制御を行うことが望ましい。
【０１４４】
　また、この場合、例えば、カラー印刷用のインクについての印刷の条件と、メタリック
インクについての印刷の条件とを異ならせることも考えられる。そこで、以下、カラー印
刷用のインク及びメタリックインクのそれぞれについて用いる印刷の条件の例について、
更に詳しく説明をする。
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【０１４５】
　図１５は、ヘッド部１２を用いて行う印刷の動作について説明をする図である。図１５
（ａ）は、ヘッド部１２の詳細な構成の一例を示す。尚、以下に説明をする点を除き、図
１５（ａ）に示すヘッド部１２は、図１～１４に関連して説明をしたヘッド部１２と同一
又は同様の構成を有する。例えば、ヘッド部１２の物理的な構成は、図２（ａ）に示した
ヘッド部１２と同一又は同様である。また、ヘッド部１２は、例えば、図１に示した印刷
装置１０において用いられる。また、説明の便宜上、以下の説明においては、図１５（ａ
）に示したヘッド部１２を用いる構成について、本例と呼ぶ
【０１４６】
　本例において、ヘッド部１２は、複数のカラーインク用ヘッド２０２と、メタリックイ
ンク用ヘッド２０４とを有する。複数のカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれと、メタ
リックインク用ヘッド２０４とは、同じ構成のインクジェットヘッドを好適に用いること
ができる。また、これらの複数のインクジェットヘッドは、副走査方向（Ｘ方向）におけ
る位置を揃えて、主走査方向（Ｙ方向）へ並べて配設されている。また、本例において、
メタリックインク用ヘッド２０４は、メタリックインクとして、より具体的に、シルバー
色のメタリックインクを用いる。
【０１４７】
　更に、図２等においては図示を省略していたが、ヘッド部１２における各インクジェッ
トヘッドは、図１５（ａ）に図示したように、副走査方向へ複数のノズル２１４が並ぶノ
ズル列２１２を有する。このうち、それぞれのカラーインク用ヘッド２０２におけるノズ
ル２１４は、カラー印刷用のインクのインク滴を吐出するノズルであるカラー印刷用ノズ
ルの一例である。また、メタリックインク用ヘッド２０４におけるノズル２１４は、光沢
インクのインク滴を吐出するノズルである光沢インク用ノズルの一例である。
【０１４８】
　また、本例において、印刷装置１０は、複数のカラーインク用ヘッド２０２及びメタリ
ックインク用ヘッド２０４により、マスクデータに基づき、マルチパス方式で印刷を行う
。そして、マルチパス方式での動作において、各インクジェットヘッドのノズル列２１２
を、複数の領域に分けて使用する。
【０１４９】
　より具体的に、図示した場合においては、各インクジェットヘッドのノズル２１４を、
副走査方向において、メタリック用領域３０２、カラー用領域３０４、及びメタリックカ
ラー用領域３０６の３つの領域に分割している。このうち、メタリック用領域３０２は、
メタリックインクでの印刷用の領域である。また、カラー用領域３０４及びメタリックカ
ラー用領域３０６は、カラー印刷用のインクでの印刷用の領域である。
【０１５０】
　各回の主走査動作において、メタリックインク用ヘッド２０４は、ノズル列２１２を構
成するノズル２１４のうち、メタリック用領域３０２に含まれるノズル２１４から、イン
ク滴を吐出する。また、メタリックインク用ヘッド２０４において、メタリック用領域３
０２以外の領域であるカラー用領域３０４及びメタリックカラー用領域３０６に含まれる
ノズル２１４は、インク滴を吐出しない非吐出ノズルに設定される。
【０１５１】
　また、複数のカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれは、ノズル列２１２を構成するノ
ズル２１４のうち、カラー用領域３０４及びメタリックカラー用領域３０６に含まれるノ
ズル２１４から、インク滴を吐出する。また、カラーインク用ヘッド２０２において、メ
タリック用領域に含まれるノズル２１４は、インク滴を吐出しない非吐出ノズルに設定さ
れる。
【０１５２】
　ここで、この場合、各領域に含まれるノズル２１４とは、例えば、副走査方向における
位置がその領域の設定範囲と重なるノズル２１４のことである。また、上記のように、本
例においては、カラー印刷用のインクでの印刷用の領域として、カラー用領域３０４と、
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メタリックカラー用領域３０６とを設定している。このうち、カラー用領域３０４は、通
常のカラー印刷用の領域である。この場合、通常のカラー印刷とは、例えば、メタリック
インクと重ならない位置に対して行うカラー印刷のことである。また、メタリックカラー
用領域３０６は、メタリックインクと重ねてカラー印刷を行うことで光沢性を有するカラ
ー印刷（メタリックカラー印刷）を行うための領域である。
【０１５３】
　また、カラー用領域３０４と、メタリックカラー用領域３０６とは、異なるプロファイ
ルを用いてカラー印刷を行う領域であってよい。この場合、プロファイルとは、例えば、
プロセスカラーであるＣＭＹＫの各色を用いて様々な色を表現するための設定である。こ
のように構成すれば、例えば、カラー用領域３０４及びメタリックカラー用領域３０６の
それぞれに対し、印刷の目的及び条件に合わせ、プロファイルを適切に設定できる。
【０１５４】
　尚、ヘッド部１２の構成の変形例においては、例えば、カラー用領域３０４用の複数の
カラーインク用ヘッド２０２とは別に、メタリックカラー用領域３０６用の複数のカラー
インク用ヘッド２０２を更に用いること等も考えられる。また、本例のヘッド部１２を用
いて行う印刷の動作については、後に更に詳しく説明をする。
【０１５５】
　図１５（ｂ）は、本例のヘッド部１２について簡略化して示す図である。上記のように
、本例においては、各インクジェットヘッドのノズル列２１２を複数の領域に分割して用
いる。そして、この場合、ヘッド部１２の構成について、図示のように、分割する領域を
示すことで簡略化して示すことができる。
【０１５６】
　より具体的に、図１５（ｂ）においては、ヘッド部１２の各インクジェットヘッドにお
けるノズル列２１２をメタリック用領域３０２、カラー用領域３０４、及びメタリックカ
ラー用領域３０６に分割した構成を示している。また、図中において、距離Ｌは、副走査
方向におけるノズル列２１２の長さを示している。
【０１５７】
　尚、図１５においては、説明の簡略化のため、ヘッド部１２の構成について、複数のカ
ラーインク用ヘッド２０２として、ＣＭＹＫの各色用のインクジェットヘッドのみを有す
る構成を図示している。しかし、ヘッド部１２は、カラーインク用ヘッド２０２として、
ＣＭＹＫの各色以外の色用のインクジェットヘッドを更に有してもよい。例えば、Ｃ色の
ライト色であるライトシアン色（Ｌｃ）や、Ｍ色のライト色であるライトマゼンタ色（Ｌ
ｍ）等について、更にカラーインク用ヘッド２０２を有してもよい。
【０１５８】
　また、図１５においては、説明の簡略化のため、各インクジェットヘッドのノズル列２
１２を、均等に３分割した場合の例を示している。この場合、メタリック用領域３０２、
カラー用領域３０４、及びメタリックカラー用領域３０６の主走査方向における長さは、
Ｌ／３になる。
【０１５９】
　しかし、実際の構成においては、例えば、ノズル列２１２について、更に多くの領域に
分割してもよい。また、各領域の副走査方向における長さを互いに異ならせること等も考
えられる。そこで、以下、このような構成に関し、更に詳しく説明をする。
【０１６０】
　先ず、領域の分割数を様々に異ならせる構成に関し、説明をする。図１６は、ノズル列
の分割について更に詳しく説明をする図である。図１６（ａ）は、ノズル列を分割する領
域の数（以下、ヘッド分割数と言う）の一例を示す。本例において、印刷装置１０（図１
参照）は、例えば、ヘッド分割数を示す印刷の設定をユーザから受け取る。より具体的に
は、例えば、このような印刷の設定として、ヘッド分割数と対応づけられたレベル（Ｌｖ
１～Ｌｖ８）の指示を受け取る。そして、この指示に応じて、レベルに応じたヘッド分割
数でノズル列を分割して、印刷の動作を行う。
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【０１６１】
　尚、マルチパス方式で印刷を行う場合、他の条件が同じであれば、印刷パスの幅は、ヘ
ッド分割数が多くなるほど、狭くなる。そのため、本例において、他の条件が同じである
場合、レベルが高くなるほど、印刷パスの幅が小さくなる。
【０１６２】
　図１６（ｂ）は、ヘッド分割数を５にした場合の領域の設定の例を示す図であり、各イ
ンクジェットヘッドのノズル列について、メタリック用領域３０２、カラー用領域３０４
、及びメタリックカラー用領域３０６に加えて、２つの非吐出領域３０８を含めて分割し
た場合の例を示す。非吐出領域３０８は、カラーインク用ヘッド２０２及びメタリックイ
ンク用ヘッド２０４のいずれにおいてもインク滴を吐出しない領域である。
【０１６３】
　また、この構成において、２つの非吐出領域３０８のそれぞれは、メタリック用領域３
０２とカラー用領域３０４との間、及び、カラー用領域３０４とメタリックカラー用領域
３０６との間にそれぞれ設定される。これにより、ノズル列を分割する各領域は、副走査
方向における一方側から、メタリック用領域３０２、非吐出領域３０８、カラー用領域３
０４、非吐出領域３０８、及びメタリックカラー用領域３０６の順で並ぶ。
【０１６４】
　ここで、マルチパス方式で印刷を行う場合、ヘッド部１２は、間に副走査動作を挟んで
主走査動作を繰り返すことにより、印刷を行う。そして、各回の副走査動作においては、
印刷のパス数及びノズル列の分割の仕方等に応じて決まる距離だけ、副走査方向へ、媒体
に対して相対的にヘッド部１２を移動させる。また、これにより、副走査方向において、
ノズル列を分割した各領域は、ノズル列の一方側の領域から順番に、媒体上の各位置と重
なることになる。また、この場合、媒体の各位置において、非吐出領域３０８と重なって
いる間は、インク滴が吐出されない期間になる。そのため、非吐出領域３０８を設定する
ことにより、例えば、インクを乾燥させるための時間をより適切に確保できる。
【０１６５】
　また、上記においても説明をしたように、本例においては、メタリック用領域３０２及
びメタリックカラー用領域３０６を設定して印刷を行うことにより、メタリックカラー印
刷を行う。図１６（ｃ）は、メタリックカラー印刷を行う場合に形成されるインクの層の
一例を示す。メタリックカラー印刷を行う場合、先ず、印刷をすべき領域に対し、メタリ
ックインク用ヘッド２０４（図１５参照）においてメタリック用領域３０２に含まれるノ
ズルからインク滴を吐出することにより、メタリックインクの層であるメタリック層４０
２を形成する。また、その後、印刷のパス数に応じて決まる回数の主走査動作を行った後
に、複数のカラーインク用ヘッド２０２（図１５参照）においてメタリックカラー用領域
３０６に含まれるノズルにより、メタリック層４０２の上にインク滴を吐出する。また、
これにより、メタリック層４０２に重ねて、カラー印刷用のインクの層であるカラーイン
ク層４０４を形成する。このように構成すれば、例えば、メタリックカラー印刷を適切に
行うことができる。
【０１６６】
　また、この場合、例えば、非吐出領域３０８を設定することにより、メタリック層４０
２の形成した後、カラーインク層４０４を形成するまでの間に、メタリック層４０２を乾
燥させる時間をより適切に確保することができる。そのため、このように構成すれば、例
えば、メタリックカラー印刷をより適切に行うことができる。
【０１６７】
　また、ノズル列に対する領域の設定については、上記に限らず、様々な設定を行うこと
も考えられる。また、その設定として、例えば、カラー印刷用のインクによる画像の品質
を保ちつつ、光沢インクにより高い光沢性をより適切に得ることが可能な設定等も考えら
れる。そこで、以下、本例のヘッド部１２を用いて行う印刷の動作に関し、ノズル列に対
する領域の様々な設定等を説明する。
【０１６８】
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　図１７は、本例のヘッド部１２におけるノズル列に対して行う領域の設定の例を示す図
である。また、より具体的に、図１７においては、図中に符号Ａ～Ｆを付して示した６種
類の設定（以下、設定Ａ～Ｆ等と言う）の例を示す。これらの各設定は、７２０ｘ１４４
０ｄｐｉで印刷を行う場合の設定である。
【０１６９】
　また、これらの各設定において、印刷装置１０（図１参照）は、図中に示した印刷の条
件を用いて、マルチパス方式で印刷を行う。また、印刷の条件に応じて、各回の主走査動
作において、主走査駆動部１４（図１参照）は、ヘッド部１２における各インクジェット
ヘッドの各ノズルから、インク滴を吐出させる。また、印刷装置１０は、例えば、少なく
とも一部の領域に対し、シルバー色のインクで形成したメタリック層上にカラーインク層
を重ねることで、メタリックカラー印刷を行う。
【０１７０】
　また、印刷の条件としては、より具体的に、印刷のパス数（Ｐａｓｓ）、ヘッド分割数
（Ｌｖ）、及び使用するマスクデータ（マスク）を設定する。また、図１７に示した場合
において、印刷のパス数としては、１６又は３２のいずれかを設定する。ヘッド分割数と
しては、分割する領域の数に応じて、図１６（ａ）に示したレベルを設定する。
【０１７１】
　また、マスクデータとしては、図中に既存又はシルバー用と示したマスクデータを使用
する。このうち、既存のマスクデータを用いる設定は、例えば、公知の一般的なマスクデ
ータを用いてマルチパス方式での印刷を行う設定である。また、本例において、既存のマ
スクデータを用いる設定では、例えば、メタリック用領域３０２、カラー用領域３０４、
及びメタリックカラー用領域３０６のそれぞれに対し、同じマスクデータを用いる。
【０１７２】
　また、シルバー用のマスクデータを用いる設定は、メタリックインクを用いる場合に特
に適したマスクデータを用いる設定である。本例において、シルバー用のマスクデータを
用いる設定では、メタリック用領域３０２に対して用いるマスクデータと、カラー用領域
３０４及びメタリックカラー用領域３０６に対して用いるマスクデータとを異ならせる。
【０１７３】
　尚、この場合、メタリック用領域３０２に対して用いるマスクデータとは、例えば、メ
タリックインク用ヘッド２０４においてメタリック用領域３０２に含まれるノズルに適用
するマスクデータのことである。また、カラー用領域３０４及びメタリックカラー用領域
３０６に対して用いるマスクデータとは、例えば、カラーインク用ヘッド２０２において
カラー用領域３０４及びメタリックカラー用領域３０６に含まれるノズルに適用するマス
クデータのことである。シルバー用のマスクデータを用いる設定については、設定Ｄ等の
説明と合わせて、以下において更に詳しく説明する。
【０１７４】
　また、図１７において、印刷の設定の下には、図１５（ｂ）で各領域を示したのと同様
にして、設定Ａ～Ｆのそれぞれにおける領域の分割の仕方を示している。また、各領域を
示す四角形の中には、その領域内のノズルに対応する主走査ドット密度について、基準の
密度に対する相対値を示している。また、基準の密度としては、既存のマスクデータを用
いて１６パスでの印刷を行う場合である設定Ａでの主走査ドット密度を１００とする密度
を用いている。
【０１７５】
　また、この場合、主走査ドット密度とは、例えば、予め設定された回数の主走査動作で
一のノズルにより媒体上に形成するインクのドットの密度のことである。また、主走査ド
ット密度は、例えば、所定の回数の主走査動作においてインク滴を吐出する画素の密度と
考えることもできる。
【０１７６】
　また、インク滴を吐出する画素の密度とは、例えば、印刷の解像度に応じて決まる画素
の並びのうち、主走査動作においてインク滴を吐出する画素の割合に対応する密度である
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。また、より具体的に、インク滴を吐出する画素の密度とは、例えば、一定の面積に含ま
れる画素の数に対する、インク滴を吐出する画素の数の割合であってよい。また、インク
滴を吐出する画素の密度は、所定回数の主走査動作による記録デューティ又は記録密度と
考えることもできる。また、本例において、主走査ドット密度は、より具体的に、例えば
、１回の主走査動作でのインクのドットの密度である。主走査ドット密度は、予め設定さ
れた複数回の主走査動作でのインクのドットの密度であってもよい。
【０１７７】
　更に、図１７において、領域の分割の仕方の下には、各設定の特徴として、シルバーイ
ンクの密度（Ｓｉｌｖｅｒ密度）、カラー印刷用のインクの密度（Ｃｏｌｏｒ密度）、印
刷パスの幅（Ｐａｓｓ幅）、メタリックカラー印刷時の待ち時間（Ｓ→ＭＣ待ち時間）、
及び印刷速度について、設定Ａでの値を１００とした場合の相対値を示している。この場
合、シルバーインクの密度とは、メタリックインク用ヘッド２０４においてメタリック用
領域３０２に含まれるノズルに対応する主走査ドット密度である。カラー印刷用のインク
の密度とは、カラーインク用ヘッド２０２においてカラー用領域３０４及びメタリックカ
ラー用領域３０６に含まれるノズルに対応する主走査ドット密度である。
【０１７８】
　また、印刷パスの幅とは、一の印刷パスにより印刷される領域の副走査方向における幅
である。メタリックカラー印刷時の待ち時間とは、メタリックカラー印刷を行う領域にお
いて、メタリック層を形成した後、カラーインク層の形成を開始するまでの時間である。
また、印刷速度とは、設定Ａ～Ｆのそれぞれに応じて決まる印刷装置１０による印刷の速
度（印字速度）である。
【０１７９】
　続いて、設定Ａ～Ｆのそれぞれについて、更に詳しく説明をする。図１７に示した設定
のうち、設定Ａは、図１５（ｂ）に示した場合と同様の設定を行う場合の例であり、各イ
ンクジェットヘッドのノズル列に対し、同じ幅のメタリック用領域３０２、カラー用領域
３０４、及びメタリックカラー用領域３０６を設定する。この場合、各領域の幅とは、副
走査方向における長さのことである。また、設定Ａにおいて、マスクデータとしては、既
存のマスクデータを用いる。そのため、設定Ａを用いる場合、カラーインク用ヘッド２０
２のノズルと、メタリックインク用ヘッド２０４のノズルとは、媒体上に、同じ主走査ド
ット密度でインクのドットを形成する。
【０１８０】
　より具体的に、設定Ａで印刷を行う場合、図１６（ａ）においてＬｖ１として示したレ
ベルでの領域の分割を行い、メタリック用領域３０２、カラー用領域３０４、及びメタリ
ックカラー用領域３０６を設定する。そして、印刷時には、印刷のパス数を１６としたマ
ルチパス方式の動作により、媒体に各位置に対し、先ず、メタリックインク用ヘッド２０
４においてメタリック用領域３０２に含まれているノズルにより、シルバー色のインクに
よる印刷を行う。これにより、媒体上に、メタリック層を形成する。また、メタリック層
と重ならない領域に対し、カラーインク用ヘッド２０２においてカラー用領域３０４に含
まれるノズルにより、カラーインク層を形成する。更に、メタリック層の上に、カラーイ
ンク用ヘッド２０２においてメタリックカラー用領域３０６に含まれるノズルにより、カ
ラーインク層を形成する。
【０１８１】
　このように構成すれば、例えば、メタリックインク及びカラー印刷用のインクによる印
刷を適切に行うことができる。また、例えば、メタリックインクとカラー印刷用のインク
とを重ねるメタリックカラー印刷等についても、適切に行うことができる。
【０１８２】
　設定Ｂは、非吐出領域３０８を設定する場合の例である。より具体的に、設定Ｂでは、
設定Ａとの相違点として、図中に示すように、メタリック用領域３０２とカラー用領域３
０４との間、及びカラー用領域３０４とメタリックカラー用領域３０６との間に、非吐出
領域３０８を設定する。このように構成した場合も、メタリック用領域３０２、カラー用
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領域３０４、及びメタリックカラー用領域３０６を設定して印刷を行うことにより、例え
ば、メタリックインク及びカラー印刷用のインクによる印刷を適切に行うことができる。
【０１８３】
　また、この場合、非吐出領域３０８を設定することにより、例えば、設定Ａと比べて、
メタリックカラー印刷時の待ち時間をより長い時間にすることができる。そのため、この
ように構成すれば、例えば、上にカラーインク層を重ねる前に、メタリック層をより適切
に乾燥させることができる。また、これにより、メタリックカラー印刷をより適切に行う
ことができる。
【０１８４】
　設定Ｃは、設定Ａと比べて主走査ドット密度を小さくした場合の例である。より具体的
に、設定Ｃでは、設定Ａとの相違点として、図中に示すように、各領域に対応する主走査
ドット密度を設定Ａと比べて半分にしている。また、これに伴い、印刷のパス数を２倍の
３２にしている。このように構成した場合も、メタリック用領域３０２、カラー用領域３
０４、及びメタリックカラー用領域３０６を設定して印刷を行うことにより、例えば、メ
タリックインク及びカラー印刷用のインクによる印刷を適切に行うことができる。
【０１８５】
　また、この場合、印刷のパス数が多くなるため、例えば、設定Ａと比べて、メタリック
カラー印刷時の待ち時間がより長い時間になる。そのため、このように構成すれば、例え
ば、上にカラーインク層を重ねる前に、メタリック層をより適切に乾燥させることができ
る。また、これにより、メタリックカラー印刷をより適切に行うことができる。
【０１８６】
　このように、設定Ａ～Ｃを用いることにより、メタリックインク及びカラー印刷用のイ
ンクによる印刷を適切に行うことができる。しかし、図中に示しているように、設定Ａ～
Ｃでは、メタリック用領域３０２、カラー用領域３０４、及びカラー用領域３０４に全て
に対し既存のマスクデータを用い、メタリックインクによる印刷と、カラー印刷用のイン
クによる印刷とを同じ設定で行っている。そのため、この場合、メタリックインクにとっ
て好ましい印刷の条件と、カラー印刷用のインクにとって好ましい印刷の条件とを、両立
することが難しい場合がある。より具体的には、例えば、カラー印刷用のインクについて
色間滲み等が生じること等を適切に防ぎつつ、光沢インクについて、高い光沢性を適切に
得ることが難しくなる場合がある。
【０１８７】
　これに対し、以下において説明をする設定Ｄ～Ｆでは、既存のマスクデータではなく、
シルバー用のマスクデータを用いる。これにより、例えば、メタリックインクにとって好
ましい印刷の条件と、カラー印刷用のインクにとって好ましい印刷の条件とを両立してい
る。また、この場合、例えば、メタリックインク用ヘッド２０４のノズルに対して用いる
マスクデータと、カラーインク用ヘッド２０２のノズルに対して用いるマスクデータとを
異ならせることにより、メタリックインク用ヘッド２０４のノズルに対応する主走査ドッ
ト密度と、カラーインク用ヘッド２０２のノズルに対応する主走査ドット密度とを異なら
せること等が考えられる。
【０１８８】
　尚、設定Ｄ～Ｆについて、図１７では、説明をより簡略にするために、ヘッド分割数の
設定をＬｖ１としている。しかし、実際の設定時には、ヘッド分割数がより多くなるレベ
ル（例えばＬｖ３）の設定を用いて、各領域を分割してもよい。また、上記及び以下に説
明をする点を除き、設定Ｄ～Ｆは、設定Ａ～Ｃと同一又は同様の設定であってよい。
【０１８９】
　以下、設定Ｄ～Ｆについて、更に詳しく説明をする。先ず、設定Ｄ、Ｅについて、説明
をする。設定Ｄ及び設定Ｅにおいては、例えば、図中に示すように、カラー印刷用のイン
クの密度がシルバーインクの密度より小さくなるように設定する。例えば、設定Ｄの場合
、シルバーインクの密度が１００、カラー印刷用のインクの密度が５０になるように、各
領域のノズルに対応する主走査ドット密度を設定する。また、設定Ｅの場合、シルバーイ
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ンクの密度が１００、カラー印刷用のインクの密度が７５になるように、各領域のノズル
に対応する主走査ドット密度を設定する。
【０１９０】
　また、この場合、印刷のパス数等の条件は、例えば、各領域のノズルに対応する主走査
ドット密度に応じて設定する。また、例えば設定Ａと比べて各領域の幅が変化するのに応
じて、非吐出領域３０８を適宜設定する。例えば、設定Ｄの場合、メタリック用領域３０
２とカラー用領域３０４との間に、非吐出領域３０８を設定する。また、設定Ｅの場合、
更に、カラー用領域３０４とメタリックカラー用領域３０６との間に、非吐出領域３０８
を設定する。また、この場合、ヘッド分割数のレベルは、設定する領域の数に応じて設定
する。
【０１９１】
　このように構成した場合、シルバー色のインクについて、より高い主走査ドット密度で
インクのドットを形成することにより、例えば、媒体上でインクのドットが接触する条件
をより設定しやすくなる。また、カラー印刷用のインクについては、より低い主走査ドッ
ト密度でインクのドットを形成することにより、媒体上でインクのドットが接触しない条
件をより設定しやすくなる。また、この場合、より具体的に、シルバーインクの密度につ
いて、それぞれのドットが他のいずれかのドットと媒体上で接触する主走査ドット密度に
することが好ましい。また、カラー印刷用のインクの密度について、それぞれのドットが
他のいずれのドットとも媒体上で接触しない主走査ドット密度にすることが好ましい。
【０１９２】
　このように構成すれば、例えば、カラー印刷用のインクについて色間滲み等が生じるこ
と等を適切に防ぎつつ、光沢インクについて、高い光沢性を適切に得ることができる。ま
た、これにより、例えば、カラー印刷用のインクによる画像の品質を保ちつつ、光沢イン
クにより高い光沢性を適切に得ることができる。
【０１９３】
　また、メタリックカラー印刷を行う場合等のように、メタリック層の上に他のインク（
カラー印刷用のインク）のインク滴を吐出する場合、例えば主走査ドット密度が高い状態
で、一度の多量のインク滴を吐出すると、他のインクによりメタリックインクが浸食され
やすくなる場合がある。また、その結果、印刷の品質が低下するおそれがある。
【０１９４】
　これに対し、設定Ｄ、Ｅのようにした場合、例えば、カラー印刷用のインクに対する主
走査ドット密度を低い密度にすることにより、カラー印刷用のインクによるメタリックイ
ンクの浸食がより生じにくい構成を実現できる。また、これにより、印刷品質の低下を適
切に防ぐことができる。
【０１９５】
　また、設定Ｅにおいては、例えば、設定Ｄと比べて非吐出領域３０８の合計幅を大きく
することで、メタリックカラー印刷時の待ち時間をより長い時間にしている。そのため、
このように構成すれば、例えば、上にカラーインク層を重ねる前に、メタリック層をより
適切に乾燥させることができる。また、これにより、メタリックカラー印刷をより適切に
行うことができる。
【０１９６】
　ここで、設定Ｄ、Ｅの特徴については、例えば、メタリックインク用ヘッド２０４のノ
ズルに第１の主走査ドット密度でインクのドットを形成させ、カラーインク用ヘッド２０
２のノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな第２の主走査ドット密度でインクの
ドットを形成させる設定であるとも言える。このように構成すれば、例えば、メタリック
インク用ヘッド２０４及びカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれにおけるノズルに対し
、主走査ドット密度を適切に設定できる。
【０１９７】
　また、例えば、予め設定された領域を予め設定された濃度で塗りつぶす動作を行うため
に必要な印刷のパス数をベタ印字パス数と定義した場合、メタリックインク用ヘッド２０
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４及びカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれのノズルに対して使用するマスクデータに
ついて、メタリックインク用ヘッド２０４のノズルで塗りつぶしを行う場合のベタ印字パ
ス数が、カラーインク用ヘッド２０２のノズルで塗りつぶしを行う場合のベタ印字パス数
よりも小さくなるようなマスクデータを使用する設定とも言える。このように構成すれば
、例えば、メタリックインク用ヘッド２０４及びカラーインク用ヘッド２０２のそれぞれ
におけるノズルにより、第１の主走査ドット密度及び第２の主走査ドット密度のそれぞれ
に応じた印刷のパス数を用いて、適切にインクのドットを形成できる。
【０１９８】
　また、上記においても説明をしたように、シルバー色等のメタリックインクを用いる場
合、ある程度以上の高い密度でインク滴を吐出しなければ、適切に光沢性を発揮させるこ
とができない場合がある。そのため、インク滴の打ち込み量（印字密度）について、ある
一定以上にすることが望まれる。また、必要な打ち込み量は、印刷のパス数等によっても
変化する。より具体的には、例えば、印刷のパス数が多くなると、必要な打ち込み量は増
加する。また、例えば、単位面積あたりに一回に落ちるインク量が多いほど、メタリック
インクの輝度が出やすいとも言える。
【０１９９】
　また、メタリックインクで印刷を行う場合、ある程度の乾燥時間を設けないと、輝度が
低下しやすい。また、印刷のパス数をある程度以上にしないと、スジ等が発生して、画質
の劣化が生じやすい。特に、例えばメタリックカラー印刷等を行う場合、メタリックカラ
ー印刷時の待ち時間を適切に設定し、ある程度の乾燥時間を設けないと、輝度が落ちる場
合がある。また、メタリックカラー印刷を行う場合、カラー印刷用のインクの吐出量（印
字量）が多いと、輝度を損なう場合がある。
【０２００】
　これに対し、設定Ｄ、Ｅを用いた場合、上記においても説明をしたように、メタリック
インク（シルバー色のインク）について、高い主走査ドット密度でインクのドットを形成
することにより、インク滴の打ち込み量を適切に高めることができる。また、例えば、メ
タリックカラー印刷時の待ち時間を適切に設定し、十分な乾燥時間を適切に確保すること
もできる。また、メタリックインクについて主走査ドット密度を高めることにより、イン
クの量が少ない場合でも、高い輝度を適切に得ることが可能になる。更には、メタリック
層の上にカラー印刷用のインク滴が一度に多く吐出されること等も適切に防ぐことができ
る。そのため、このように構成すれば、例えば、メタリックインク及びカラー印刷用のイ
ンクを用いた印刷を、より適切に行うことができる。
【０２０１】
　尚、図１７に示した各設定において、メタリックインクのドットのサイズと、カラー印
刷用のインクとは、例えば同一であってよい。しかし、メタリックカラーの印刷時のよう
に、複数のインクの層を重ねる場合、例えば、インクのドットのサイズについて、下層で
あるメタリック層を構成するインクのドットのサイズよりも、上層であるカラーインク層
を構成するインクのドットのサイズが小さくなるように設定することも考えられる。この
ように構成すれば、例えば、カラー印刷用のインクによるメタリックインクの浸食をより
適切に防ぐことができる。また、これにより、例えば、印刷の解像度が高い場合等におい
ても、カラー印刷用のインク及びメタリックインクによる印刷をより適切に行うことがで
きる。
【０２０２】
　また、上記の各設定（設定Ａ～Ｅ）において、同じ領域内の各ノズルに対しては、同じ
主走査ドット密度を設定する。しかし、更なる他の設定においては、例えば、領域内の一
部のノズルに対し、他のノズルとは異なる主走査ドット密度でインクのドットを形成させ
てもよい。
【０２０３】
　設定Ｆは、メタリックインク用ヘッド２０４においてメタリック用領域３０２に含まれ
るノズルについて、一部のノズルの主走査ドット密度を異ならせた場合の例である。この
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場合、例えば、メタリックインク用ヘッド２０４においてメタリック用領域３０２に含ま
れるノズルの並びについて、並びの端のノズルに対応する主走査ドット密度を小さくする
こと等が考えられる。より具体的に、この構成は、例えば、メタリックインク用ヘッド２
０４においてメタリック用領域３０２に含まれるノズルの並びに対し、並びの中央部のノ
ズルに第１の主走査ドット密度でインクのドットを形成させ、かつ、並びにおける少なく
とも一方の端のノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな第３の主走査ドット密度
でインクのドットを形成させる構成と考えることができる。
【０２０４】
　このように構成した場合、例えば、各回の主走査動作によりメタリックインクで印刷を
行う印刷領域のうち、境界部分の主走査ドット密度を低く設定することができる。また、
これにより、境界が目立ってバンディングが発生すること等を適切に抑えることができる
。そのため、このように構成すれば、例えば、バンディング等の発生を抑制しつつ、高い
光沢性を適切に得ることができる。また、これにより、例えば、メタリックインク及びカ
ラー印刷用のインクを用いた印刷を、より適切に行うことができる。
【０２０５】
　尚、設定Ｆは、例えば、設定Ｅでの主走査ドット密度の設定に対し、メタリックインク
用ヘッド２０４においてメタリック用領域３０２に含まれるノズルの主走査ドット密度を
低くした設定であってよい。この場合、図中に示したシルバーインクの密度は、例えば、
メタリックインク用ヘッド２０４においてメタリック用領域３０２に含まれるノズルの間
での、平均の主走査ドット密度であってよい。
【０２０６】
　また、図１等に関連して説明をしたように、本例において、印刷装置１０は、媒体を搬
送することで、ヘッド部１２に副走査動作を行わせる。そして、この場合、ノズルの並び
における少なくとも一方の端とは、例えば、媒体の搬送方向における上流側又は下流側の
少なくとも一方の端のことである。また、この場合、ノズルの並びにおける両端のノズル
に対応する主走査ドット密度を、並びの中央部のノズルに対応する主走査ドット密度より
も小さくすることが好ましい。
【０２０７】
　また、ノズル列に対して行う領域の設定としては、上記の設定に限らず、更に他の設定
を用いてもよい。例えば、上記の設定に対し、非吐出領域３０８をなくした設定を用いる
こと等も考えられる。より具体的には、例えば、乾燥性の高いインクを用いる場合等で、
インクの乾燥に要する時間が短い場合、設定Ｅにおける非吐出領域３０８をなくすこと等
が考えられる。この場合、設定Ｅに対し、非吐出領域３０８となっている領域にまでカラ
ー用領域３０４の領域を広げることが考えられる。すなわち、この場合、設定Ｅにおいて
、２個の非吐出領域３０８及びカラー用領域３０４になっている領域を全て、カラー用領
域３０４として用いることになる。このように構成すれば、例えば、カラー用領域３０４
として広い領域を確保することにより、カラー印刷の品質をより高めることができる。
【０２０８】
　続いて、本例の構成に対して考えられる更なる変形例等について、説明をする。上記に
おいては、主に、図２（ａ）や図１５（ａ）に示した構成のヘッド部１２を用いる場合に
ついて、説明をした。しかし、ヘッド部１２の具体的な構成については、様々に変形する
こと等も考えられる。
【０２０９】
　より具体的には、例えば、図２（ａ）や図１５（ａ）に示した構成のヘッド部１２にお
いて、メタリックインク用のノズル列と、カラー印刷用のノズル列は、別のインクジェッ
トヘッドに形成されている。しかし、ヘッド部１２の構成の変形例においては、メタリッ
クインク用のノズル列と、カラー印刷用ノズルとを、例えば、一のインクジェットヘッド
に形成することも考えられる。
【０２１０】
　また、上記においても説明をしたように、ヘッド部１２は、カラーインク用ヘッド２０
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２として、例えばライトシアン色（Ｌｃ）やライトマゼンタ色（Ｌｍ）等の、ＣＭＹＫの
各色以外の色用のインクジェットヘッドを更に有してもよい。また、この場合、メタリッ
ク層とは別の領域に印刷を行う通常のカラー印刷を行う場合において、ライトシアン色及
びライトマゼンタ色用のカラーインク用ヘッド２０２を更に用いることが考えられる。こ
のように構成すれば、例えば、通常のカラー印刷をより高い品質で行うことができる。
【０２１１】
　また、この場合、メタリックカラー印刷を行うためにメタリック層に重ねてカラー印刷
を行う場合には、ライトシアン色及びライトマゼンタ色用のカラーインク用ヘッド２０２
を用いずに、ＣＭＹＫ用のカラーインク用ヘッド２０２のみでカラー印刷を行うことが考
えられる。このように構成すれば、例えば、メタリックカラー印刷をより適切に行うこと
ができる。
【０２１２】
　また、メタリックインクを着弾させる着弾面は、媒体上に限らず、なんらかのインクの
層上にしてもよい。例えば、メタリックカラー印刷を行う場合、カラーインク層の上にメ
タリック層を形成してもよい。この場合、メタリック用領域３０２、カラー用領域３０４
、メタリックカラー用領域３０６を設定する位置は、層を重ねる順番に応じて、適宜変更
することが好ましい。
【０２１３】
　また、上記においては、主に、メタリックインク中の顔料を配向させる時間を確保する
特徴に着目して、メタリックインクの光沢性が適切に得られる構成について、説明をした
。しかし、メタリンクインクの光沢性を更に適切に得るためには、インクの層を十分に平
坦化し、インクの層の光沢性を高めること等が好ましい場合もある。そして、この観点で
考えた場合も、本例の構成においては、インクのドットが互いに接触することにより、ド
ットが平坦化しやすい構成になっていると考えることができる。そのため、本例において
は、この点でも、メタリックインクについて、より高い光沢性を適切に得られる構成であ
ると言える。
【０２１４】
　また、ドットを互いに接触させてインクの層をより適切に平坦化させるという観点で考
えた場合、メタリックインクとして、インクを乾燥させることが必要なインク（ソルベン
トインク等）に限らず、乾燥によらずにインクを定着させるインクを用いること等も考え
られる。また、このようなインクとして、例えば紫外線の照射により硬化する紫外線硬化
型インク（ＵＶインク）等を用いることも考えることができる。この場合も、インクのド
ットを互いに接触させることにより、インクをより短時間で平坦化させることができる。
また、これにより、単独のインクのドットではマット状になりやすく、インクが広がりに
くい紫外線硬化型インク等を用いる場合にも、インクを硬化させる前にインクのドットを
十分に平坦化させ、インクの層の光沢性を適切に高めることができる。
【０２１５】
　尚、この場合、例えば、硬化前のインクに含まれる液体成分について、インクの溶媒と
考えることができる。例えば、紫外線硬化型インクに含まれるモノマー等について、イン
クの溶媒と考えることもできる。
【０２１６】
　また、インクの層を平坦化するという特徴に着目した場合、上記において説明をした印
刷の設定等について、メタリックインク等に限らず、より一般的に、予め設定された領域
を塗りつぶす用途のインク（以下、ベタ印字用インクと言う）に適用することも考えられ
る。この場合、予め設定された領域を塗りつぶすとは、例えば、印刷装置において予め設
定された所定の濃度（例えば１００％の濃度）で、インク滴を吐出することである。また
、この所定の濃度は、例えば、印刷の解像度に応じて設定される全ての画素の位置に対し
、インク滴を吐出する濃度である。
【０２１７】
　また、より具体的に、ベタ印字用インクとしては、メタリックインク以外にも、例えば
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、透光性のクリア色のインクであるクリアインク等のオーバーコート用のインクや、下地
の印刷等に用いる所定の色（例えば白色等）のインクを用いることが考えられる。そして
、このような場合にも、ベタ印字用インクに対応する主走査ドット密度について、ある程
度以上の高い密度に設定することが望ましいと言える。より具体的には、例えば、各回の
主走査動作で形成するそれぞれのドットが液体の状態の他のいずれかのドットと媒体上で
接触する主走査ドット密度とすることが好ましい。このように構成すれば、例えば、液体
の状態のインクのドットを互いに接触させることにより、インクのドットについて、個別
のドット形状を保たせずに、適切に平坦化させることができる。また、これにより、例え
ば、一定の領域に対し、より均一に塗りつぶしを行うことができる。また、例えば、イン
クの層を十分に平坦化し、グロス状の印刷を適切に行うことができる。
【０２１８】
　また、このように構成した場合、画像の印刷に用いるカラー印刷用のインクについては
、ベタ印字用インクよりも低い主走査ドット密度を設定することができる。また、これに
より、例えば、色間滲み等を適切に防ぐことができる。
【０２１９】
　また、このような構成については、例えば、予め設定された領域を塗りつぶす用途のイ
ンクのインク滴を吐出するノズルであるベタ印字用ノズルに第１の主走査ドット密度でイ
ンクのドットを形成させ、カラー印刷用ノズルに、第１の主走査ドット密度よりも小さな
第２の主走査ドット密度でインクのドットを形成させる構成であると言える。このように
構成すれば、例えば、ベタ印字用インク、及びカラー印刷用のインクのそれぞれについて
、好ましい主走査ドット密度を適切に設定できる。また、これにより、例えば、カラー印
刷用のインクによる画像の品質を保ちつつ、ベタ印字用インクによる塗りつぶしをより適
切に行うことができる。
【０２２０】
　尚、この場合、ベタ印字用ノズルは、例えば、ベタ印字により、カラー印刷用のインク
の層と重なるインクの層を形成してもよい。例えば、ベタ印字用インクとしてクリアイン
クを用いる場合、カラー印刷用のインクの層の上に、クリアインクの層を形成することが
考えられる。また、ベタ印字用ノズルは、ベタ印字用インクの層を、カラー印刷用のイン
クの層の下に形成してもよい。例えば、メタリックカラー印刷を行う場合、メタリック層
をカラー印刷用のインクの層の下に形成すること等が考えられる。
【０２２１】
　続いて、上記の構成においてメタリックインクを用いて印刷を行うことで得られる効果
について、補足説明を行う。図１８は、メタリックインクによる印刷について説明をする
図である。図１８（ａ）は、メタリックインクのドットの重なり方の一例を示す。図１８
（ｂ）は、使用するメタリックインの特性等の一例を示す。尚、説明の便宜上、以下の説
明においては、図１～１７を用いて説明をした本発明の構成を総称して、本例と呼ぶ。
【０２２２】
　主に図１～図１４等を用いて説明をしたように、メタリックインクを用いて印刷を行う
場合、ドット間隔を十分に小さくすることにより、高い光沢性を得ることができる。そし
て、この場合、顔料の配向性を高めることが可能になるため、例えばサイズの小さな顔料
を用いた場合であっても、十分に高い光沢性を得ることが可能になる。より具体的には、
アルミニウムの微粒子の顔料を含むメタリックインクを用いる場合において、例えば顔料
の平均粒子径が０．５μｍ以下（例えば、０．１～０．５μｍ程度、好ましくは、０．２
～０．５μｍ程度）であったとしても、十分な光沢度を適切に得ることが可能になる。
【０２２３】
　ここで、インクジェットヘッドでメタリックインクのインク滴を吐出する場合、顔料の
サイズが大きいと、ノズルの詰まり等の吐出不良が生じやすくなる。これに対し、本例に
よれば、例えば、上記のように、サイズな小さな顔料をより適切に用いることが可能にな
る。また、これにより、インクジェットヘッドにおいて、メタリックインクをより適切に
使用できる。
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【０２２４】
　尚、本例におけるメタリックインク（ソルベントメタリックインク）として、具体的に
は、例えば、色材（アルミニウム）、溶剤、バインダー、及び添加材を含むインク等を好
適に用いることができる。この場合、合計で１００重量％になる組成の一例として、例え
ば、色材（アルミニウム）を４重量％含み、溶剤として、ＢＣＡ（ブチルグリコールアセ
テート）を５６重量％、ＧＢＬ（γ－ブチロラクトン）を１８重量％、ＰＭＡ（プロピレ
ングリコールモノメチル－アセテート）を１８重量％それぞれ含み、バインダーとして、
日新工業社製ソルバインＣ５Ｒを２重量％含み、添加材を２重量％含むインク等を用いる
ことが考えられる。
【０２２５】
　また、図４及び図５等を用いて説明をしたように、メタリックインクを用いる場合、媒
体上でのドット間隔を大きくすると、光沢度の低下が顕著になる。これに対し、本例にお
いては、メタリックインクのドットを媒体上で接触させ、ある程度の重なりを生じさせる
ことにより、乾燥までの時間を確保し、顔料を十分に整列（配向）させる。また、これに
より、輝度を高め、高い光沢性を適切に得ることができる。
【０２２６】
　しかし、この場合、ドットの間隔について、必ずしもより小さければよりよいわけでは
なく、ドット間隔がある程度よりも小さくなると、高い光沢性が得られるとしても、ピー
クの値と比べ、光沢度が低下する。そのため、最も効果的に高い光沢度を得るためには、
ドット間の重なり量について、より好ましい範囲に設定することが望まれる。
【０２２７】
　そして、この場合、例えば、ドットの重なり量がドットの径の半分程度になるように、
ドット間距離を設定することが好ましい。より具体的には、図４及び図５を用いて説明を
した実験等の条件の場合、例えば図１８（ａ）に示すように、７２μｍ程度のドットの径
に対し、ドット間距離を３５．３μｍ程度にすることが最適である。また、この条件は、
ドットの直径に対して約５０％、１個のドットの面積に対して約３０％の重なりが生じる
条件である。また、この場合、使用するメタリックインクは、例えば、図１８（ｂ）に示
す特性のメタリックインクである。
【０２２８】
　尚、この条件について、より一般化して示した場合、例えば、インクジェットヘッドで
使用可能な光沢インク（メタリックインク）を用いる場合について、ドットの重なりを直
径に対して５０％程度（例えば４０～６０％程度）にすることが好ましいといえる。この
ように構成すれば、例えば、高い光沢度をより適切に得ることができる。
【０２２９】
　以上、本発明を実施形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形態に記
載の範囲には限定されない。上記実施形態に、多様な変更又は改良を加えることが可能で
あることが当業者に明らかである。その様な変更又は改良を加えた形態も本発明の技術的
範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【産業上の利用可能性】
【０２３０】
　本発明は、例えば印刷装置に好適に利用できる。
【符号の説明】
【０２３１】
１０・・・印刷装置、１２・・・ヘッド部、１４・・・主走査駆動部、１６・・・副走査
駆動部、１８・・・プラテン、２０・・・駆動信号出力部、２２・・・制御部、５０・・
・媒体、１０２・・・キャリッジ、１０４・・・ガイドレール、２０２・・・カラーイン
ク用ヘッド、２０４・・・メタリックインク用ヘッド（光沢インク用ヘッド）、２１２・
・・ノズル列、２１４・・・ノズル、３０２・・・メタリック用領域、３０４・・・カラ
ー用領域、３０６・・・メタリックカラー用領域、３０８・・・非吐出領域、４０２・・
・メタリック層、４０４・・・カラーインク層
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